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q
e
 

止
剛

河

露目

嗣

回

緒

論

濁
り
賃
金
現
象
ピ
い
は
す
、
大
低
の
経
済
現
象
は
こ
れ
を
自
然
的
な
鋭
必
じ
ま
か
ゼ
、
特
ド
リ
例
人

ω
畿
意
正

自
由
活
動
子
宮
曾
重

L
、
こ
れ
に
謝
し
て
政
策
的
な
干
渉
を
試
み
な
い
が
い
、
ピ
い
ふ
見
地
は
、
産
業
革
命
以
後

十
九
世
紀
を
通
じ
て
の
一
般
的
見
地
で
ゐ
っ
た
ご
見

τよ
い
で
あ
ら
う
。
古
典
振
総
務
mm
ザ
者
の
多
〈
は
こ
の
見
地

を
信
じ

τ疑
は
す
・
賃
金
の
如
き
も
僻
労
働
に
闘
す
る
需
要
正
供
給
正

ω池
合
に
よ
る
其
的
自
然
的
な
決
定
じ
委
か

す
外
は
な
き
も

ω
ざ
考
へ
た
。
こ
れ
に
謝
し
て
人
録
的
な
干
捗
を
試
み
国
家
が
政
策
上
こ
れ
を
制
理
す
る
な
ど
、

い
ふ
こ
ご
は
、
柳
も
賃
金
理
論
争
」
排
へ
ざ
る
も

ω
ぜ
い
ふ
風
に
考
へ
た
の
で
ゐ
る
。

勿
論
こ
れ
は
大
健

ω見
地
に
つ
い
て
の
ニ
芭
で
あ
る
が
、
賃
金
に
閲
す
る
そ
の
大
館
山
見
地
は
十
九
世
紀

ω最

品
悼
の
十
年
代
ま
で
縦
綴
し
化
。
然
る
に
一
入
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
事
情
は
著
し
〈
越
化
す
る
や
う
に
な
っ

た
。
郎
も
岡
家
は
庚
〈
枇
曾
一
般
の
利
害
特
に
は
或
部
類
の
勢
働
者
の
繭
批
の
上
か
ら
こ
れ
を
見

τ、
賃
金
仁
謝

賃
金
局
制
度
に
就
て

一ー



• 

一一一

賃
金
局
制
皮
に
就
て

= 
凹

す
る
制
理
を
行
ム
ペ
き
干
渉
政
策
を
採
り
、
碍
々
山
間
栂
的
施
設
を
4
る
や
一
フ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
爾
来
三
十

掛
川
年
刷
仁
於
て
欧
洲
諸
国
・

U

禄
太
利
諸
州
及
新
知
川
刷
、
加
那
佑
t
A
北
米
合
衆
闘
の
諸
州

ω聞
に
於
て
、
賃
金
制
理

に
閲
イ
ヲ
る
政
策
的
事
業
は
庇
〈
行
は
れ
て
著
し
き
放
川
取
を
躯
げ
つ
、
あ
る
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ
[
て
屯
」
れ
は
や

は
L

り
畑
叫
!
り
賃
金
現
象
に
附
し
て
り
こ
ご
ば
か
り
で
は
な
(
工
、
十
九
陛
紀
の
末
模
以
来
一
般
に
純
洗
政
策
的
な
又

此
併
政
策
的
な
口
減
蓮
が
動
い
て
世
帯
仁
義

ω自
由
放
任
的
態
度
が
漸
次
に
鋤
来
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
て
来
た
一
般

的
な
兆
候
の
一
表
現
ピ
見
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
o

芭
も
h
y

〈
賃
金
hvu

政
策
的
に
制
理
す
る
こ
ピ
は
、
今
や
諸
国
に
於
付
品
質
問
肌
と

つ
τ
L
ま
っ
て
、
英
一
帯
白
偶

じ
っ

ν
て
理
論
上
こ
れ
ケ
不
都
合
腕
L
穴
り
非
縦
し
た
b
す
る
風
は
殆
八
ど
無
〈
な
与
、
恰
も
常
然
的
こ
己
で
あ

る
や
う
に
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し

τ問
題
は
抑
制
に
せ
ば
品
も
有
設
に
其
制
理
を
行
よ
こ
正
が
出
来
、
最
も

よ
〈
政
策
上
の
要
求
に
肱
宇
る
こ
ご
が
出
来
る
が
こ
L
ム
こ
ご
に
存
す
る
に
至
っ
た
。
印
も
そ
の
制
理
の
目
的
Z

方
法
ご
を
定
的
又
そ
れ
に
越
す
る
機
関
を
組
織
し
て
其
活
動
を
錫
さ
し
り
べ
き
立
法
合
潟

L
、
叉
行
政
上
北
(
他
に

於
げ
る
白
地
施
設
少
銭
ず
こ
ご
に
つ
い
て
、
最
も
よ
〈
政
策
上
の
要
求
に
合
致
す
る
暗
唱
を
取
り
手
段
世
議
せ
ん
-
〕

ご
が
、
重
要
問
題
E
な
っ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
先
づ
従
来
川
賞
例
に
於
て
、
賃
金
の
制
理
叶
仏
大
躍
如
何
な
る
道
筋
に
沿
ふ

τ、
H
1
3
こ

FEATbla
も
P

虫
干

t
L
V
4
ι
r
t
J

来
た
か
ピ
い
ふ
に
、
そ
れ
は
決
し
て
一
様
で
な
い
九
図
々
に
依
て
多
少
づ
、
越
を
異
に
し

τ居
る
が
、
試
に
こ
れ

九~.. ' 



を
分
類
す
れ
ば
、
大
健
に
於

τ三
通
h
の
方
法
が
周
ゐ
勺
れ
て
居
る
ゃ
う
で
ゐ
る
o

一
は
岡
家
や
州
が
立
法
に
依

て
或
純
の
方
而

ω職
業
又
は
産
業
に
於
け
る
貸
念
仁
闘
し
て
、
明
文
上
一
定
額
の
賃
金
又
は
一
定
標
準
の
貸
率
を

そ
的
池
朋
に
依
り
制
迎
を
行
は
ん
記
す
る
も
り
こ
れ
で
ゐ
る
。
法
定
最
低
賃
金
制
を
布
〈
が
如
、
さ
が

規
定
し
て
、

一
」
れ
に
属
す
る
。
一
一
は
或
碍
の
職
業
部
煩
に
封
し
賃
金
制
理
を
行
ふ
目
的
己
任
務
己
の
潟
地
に
共
峨
来
日
比
一
崩
す
る

一
雄
傭
者
側
ご
被
術
者
側
ご
ぞ
各
自
代
表
す
る
同
数
づ
、
の
委
員
正
中
立
の
委
員
又
は
議
長
ご
を
以
て
成
る
一
部
局

を
設

υ、
比
(
働
に
依
て
賃
川
町
制
理
を
行
ふ
べ
き
こ
己
を
法
令
に
依
て
規
定
し
、
そ
の
部
局

ω決
定
し
た
賃
金
額
若

く
は
貸
率
は
一
定
期
聞
を
経
過
し
一
定
保
件
全
共
備
l
た
以
上
は
、
嘗
該
職
業
方
面
に
劃
し
て
一
般
的
に
強
制
治

用
せ
ら
れ
る
も
の
ど
な
す
方
法
一
一
れ
で
あ
る
o

郎
局
制
(
出
E
E
ω
官
官
自
)

Z
い
は
れ
る
も
の
-
』
れ
で
あ
る
。

は
仲
裁
々
判
に
依
る
賃
金
制
理
で
あ
っ
て
、
地
法
に
緋
成
せ
ら
れ
た
る
仲
裁
々
判
所
の
働
に
依
っ
て
賃
金
額
若
〈

は
貸
率
の
決
定
を
錦

L
、
其
の
定
め
ら
れ
た
る
も
の
は
法
律
上
強
制
的
に
適
用
せ
ら
る
、
の
み
は
ら
中
、
其
の
古
川

延
期
間
中
は
こ
れ
に
閲
し
て
和
按
砂
町
乱
や
棺
業
を
行
ふ
こ
ご
を
得
ざ
る
も
で
ゐ
る
。
こ
の
仲
裁
々
判
制
に
は
任

一一一…

意
的
な
る
も
山
も
ゐ
る
が
、

そ
れ
は
賃
金
制
理
上
に
は
働
を
篤
す
を
符
争
、

た
u
y

強
制
的
仲
裁
々
判
制

ω
み
が
問

題
ど
な
ら
得
る
。

以
上
三
冊

ω
賃
金
制
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
三
者
各
そ

ω立
場
ご
機
能
を
異
に
す
る
所
か
ら
、

ζ

れ
仁
閲
唱
る

研
究
を
試
む
る
仁
つ
い
て
は
、
各
別
倒

ω
凱
袋
を
し
な
り
れ
ば
な
ら
向
。
そ
し
て
三
者
中
そ
の
何
れ
が
採
用
せ
ら

賃
金
局
制
民
に
就
て

五
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賃
金
局
制
度
に
就
て

」，、

れ
る
か
も
闘
や
州
仁
一
依
て
異
な

b
、
主
ご
し
て
そ
の
何
れ
を
用
ゐ
る
か
に
依
h
図
々
の
賃
金
制
理
制
度
は
そ
り
特

色
を
畿
揮
す
る
究
第
で
あ
る
。

名
聯
は
、

本
文
に
於
て
は
割
払
は
彼
の
部
局
制
に
依
る
賃
金
制
理
に
つ

ντ
越
ぺ
て
見
た
い
ご
思
ム
仰
に
が
、

ス
4
b
ア
ル
・
ポ
a
1
m
w

ド

。

Z
E
P
、
ポ
白

W
ド

或
は
特
別
局
(
一
九
二

O
年
迄
グ
イ
ク
ト
9
7
州
)
或
は
賃
金
局
(
一
九
二

O
年
以
後
グ
イ
ク
ト
リ
ア
州
、

4
シ

MMA-rw'γ
戸、

I
E
H
F
Y

ク
イ

l
y
ス
ラ

y
y
州
な
ど
の
濠
洲
の
諸
洲
)
或
は
産
業
局
(
一
九
一

毛
の
部
局
の

北
(
他
サ
ク
λ

、
才
少

λ

ト
ラ
F
ア
州
、

二
年
以
後
ク
イ

l
y
T
7
y
ド
州
)

ツ
ν
B
ド
、
ポ
E
W
U
F

或
は
職
業
局
(
英
吉
一
利
)
ご
い
ふ
風
に
色
々
に
呼
ば
れ
て
居
t
、
何
れ
を
取
っ

て
代
表
的
の
名
稽
ご
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
泊
。
た
い

Y

一
見
直
も
に
某
の
目
的
ピ
任
務
ご
に
闘
す
る
推
察
の
縛
苫
れ

得
る
も
の
子
し
て
は
賃
金
局
正
い
ふ
名
稀
で
あ
る
や
う
に
思
へ
る
か
ら
、
そ
れ
を
用
ゐ
る
こ
ご
に
し
花
。
そ

L
1

仕
(
貸
A
R
局
内
目
的
や
任
務
や
組
織
や
に
つ
い
て
糊
察
す
る
に
賞
つ
て
は
、
臨
凪
〈
諸
闘
の
制
度
を
窺
っ
て
み
な
り
れ

ば
な
ら
泊
が
、
そ
の
一
々
を
見

τ説
明
す
る
こ
ピ
は
一
短
い
論
文
に
於

τ
は
許
苫
れ
m
刷
所
で
あ
る
か
ら
、

たい
γ

就
中

主
な
る
も
の
、
み
に
つ
い
て
逃
ぺ
る
こ
古
に
し
た
。
議
闘
の
制
度
一
身
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
枇
品
目
問
題
純
系
』
第

五
容
中
に
詳
越
す
る
こ
ご
に
し
て
居
る
。

賃
金
局
の
目
的
及
任
務

蔚
〈
こ
同
い
を
見
て
闘
家
に
依
る
賃
金
制
理
の
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
業

ω
目
的
正
す
る
所
は
穏
々
の
方
面
に
存

"・~ ， . . 



し
て
居
る
が
、
其
中
で
も
最
も
重
要
な
目
的
は
何
れ
の
方
而
に
存
す
る
か
古
い
へ
ば
、

そ
れ
は
二
つ
で
ゐ
品
。

は
捗
働
者
の
受
〈
る
賃
金
が
低
〈

τ英
生
活
が
惨
め
で
、

たい
V

生
き
て
行
(
に
も
足
ら
な
い
や
う
な
場
合
に
、

其

ω賃
金
を
引
上
「
る
こ
ど
に
依
b
、
労
働
者
の
生
活
上
の
困
難
を
除
き
若
(
は
緩
和
し
、
世
(
の
生
活
の
安
定
を
得

し
め
、
そ
の
境
遇
の
改
善
に
資
せ
ん
芭
す
る
こ
芭
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の
下
に
於
け
る
賃
金
制
理
特
に
引
白
上
は
、

持
働
者
一
般
に
つ
い
て
も
考
へ
ら
れ
る
-
』
芭
に
が
、
多
(
は
特
に
傑
少
な
賃
金
を
得

τ居
る
努
働
者
部
類
殊
に
は

そ
の
職
業
印
刷
矧
を
選
ん
で
立
(
方
而
に
於
り
る
賃
金
を
引
上
げ
る
ミ
ご
が
目
的
ご
せ
ら
れ
任
務
せ
ら
れ
る
の
で
め

る
Q

従
て
-
}
の
目
的

ω下
に
於
け
る
賃
金
制
理
は
、
大
抵
か
の
印
4
2
E
悶々
ω
件。日

ω防
止
私

L
〈
撲
滅
ピ
い
ふ

e

』♂」を

H
M加
ど
し
て
行
は
れ
る

ω
で
ゐ
る
。
次
に
賃
金
制
理
の
目
的
正
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
こ
れ
に
依
工
労
働
守

議
山
り
辿
る
原
悶
を
除
き
少
〈
ぜ
も
立
(
の
原
因
こ
な
る
も
の
、
ヵ
を
弱
め
て
、
産
業
界
に
平
和
を
滑
ら
し
、
直
接
に

は
企
業
EM
琳
ご
勢
働
者
ご
り
聞
を
整
へ
る
ご
岡
山
に
、
引
い
て
枇
曾
生
活
一
般
の
安
定
を
増
さ
ん
ぜ
す
る
こ
こ
こ
れ

で
あ
る
。

こ
の
目
的
の
下
に
於
け
る
賃
金
制
理
は
彼
の
労
働
守
議
調
停
制
度
t
相
作
ひ
相
扶
り
ず
し
其
働
を
潟
す
も

の
で
あ
る
。

省
二
慌
の
円
的
心
中
先
づ

印
g
m巳
宮
岡
山
可
凶
円
。
自
防
止
の
符
に
せ
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
Y

て
見
る
仁
、

-
}
れ
は
貨
に

賃
金
制
理
ご
い
ふ
事
業
に
閉
じ
て
は
慌
に
最
も
有
力
な
る
要
識
を
縛
し
て
居
ゐ
も
的
た
る
を
失
は
な
い
。

〉
ロ
ヂ

山川
4
2
Z
E
同
運
動
は
風
に
十
九
世
紀

ω入
十
年
代
頃
か
ら
先
づ
英
国
に
於
「
し
般
に
表
は
れ
る
や
う
に
な
り
、
共
植
民

賃
金
局
制
度
に
就
て

七

曹d' '" 



賃
金
局
制
度
に
就

c

y、

地
法
洲
に
於

τも
鋒
火
を
闘
争
げ
た
。
そ
し

t
某
的
運
動
は
前
者
よ

h
も
却
っ
て
後
者
に
於
て
早
C
成
果
を
結
ぶ
こ

ご
に
な
っ
た
。

自"
も

八
九
六
年
グ
イ
ク
ト
リ
ア
州
に
設
り
ら
れ
た
る
工
場
訟
は
一
過
ご
士
山
六
片
正
レ
ふ
一
般
的

最
低
賃
金
を
限
定
す
る
こ
ど
に
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。
そ

L
て
夏
仁
重
要
な
る
こ
正
は
、
同
法
中
に
は
或
械
の
職
業

仁
於
り
る
賃
金
を
決
定
す
る
潟
に
特
別
局
印
忘
ロ
巳
回

S
E
e
r設
泣
す
べ
き
規
定

ω潟
古
れ
た
る
ニ
ピ
で
あ
る
。

そ
の
決
定
に
基
〈
賃
金
は
蛍
該
職
業
に
属
す
る
ゐ
ら
ゆ
る
企
業
家
に
油
川
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
o

-
〕
の
新
立

は
は
直
ち
に
サ
ウ
ノ
λ

、
オ
ク
ー
ト
一
フ

y
ア
州
に
影
響
EY
及
ぼ
し
、

一
九

O
O年
に
は
同
州
に
も
グ
4
ク
ト

y
ア
州

の
制
度
に
倣
っ
て
賃
金
局

J
5沼
田
。
R
仕
が
設
り
ら
れ
る
こ
ど
に
な
り
、

ク
イ
ー
ン
ス
フ
ン
ド
州
も
亦
一
』
れ
に

倣
ひ
一
九

O
八
年
?
?
ぺ

オ
タ
ス
ト
ラ
ソ
ア
州
凶
制
度
に
則
っ
て
賃
金
局
を
設
〈
る
に
至
っ
た
。

英
本
闘
に
於
ー
は
や
は

h
一
入
九
八
年
頃
か
ら
旦
エ
ッ
チ
Y

グ
防
止

ω認
に
賃
金
局
を
設
け
ん
ど
す
る
運
動
は

訟
集
を
議
曾
に
提
出
す
る
迄
に
な
っ
て
居
た
り
れ
H

と
も
、
批
(
後
十
除
年
間
は
絡
に
封
現
の
運
び
に
至
ら
宇
、
漸
(

一
九

O
九
年
に
至
J

ノ
τ
目
白
母
国
0
2
e
〉
♀
の
通
過
を
見
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
主
(
後
又
一
九
一
八
年
に
は
改
正

訟
が
畿
布
せ
ら
れ
た
o

仰
前
面
に
於
て
も
亦
ス
且
ツ
チ
ン
グ
防
止
的
目
的
の
活
に
家
内
工
業
に
関
す
る
賃
金
制
理
を
行
ふ
希
望
は
本
此

和
山
り
初
以
来
熱
心
に
表
は
れ
て
居
た
が
、

一
九
一
五
年
に
至
h
家
内
工
業
法
の
通
過
を
見
た
。

こ
の
例
は
-
九

入
年
及
一
九
一
九
年
那
諾
、
換
太
利
、

7

エ
ツ
コ
、

λ

ロ
グ
ア
キ
ア
等
仁
依

τ踏
襲
苫
れ
た
。
北
米
合
衆
閥
及
加

噌 e



'ゲ，
q
ン
グ
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A

V

Z

P

那
佑

ω
諸
州
に
於

τも
亦
女
子
に
劃
す
る
生
活
必
要
H
H
金
を
決
定
す
る
問
題
が
具
鶴
化
L
、

一
九
一
一
一
年
先
づ
マ

サ
チ
ユ
七
ツ
ヅ
州
仁
於
て
女
子
勢
働
者
最
低
賃
金
に
闘
す
と
法
規
が
設
り
ら
れ
、
諸
州
は
紛
々
そ
の
例
に
倣
ひ
一

九
一
九
年
に
は
十
六
州
に
於
て
芸
例
を
見
る
に
歪
う
た
。
加
那
佑
に
て
は
一
九
一
入
年
プ
リ
チ
ツ
ジ
ュ
、

ピ
ア
仁
於
て
、

ア
ノレ

'ミ

ノレ

タ

共
f血

四
州
力主

之

随
従
L ‘ 2 

1e ロ
0' )シ〆

や
は
h
故
低
賃
金
に
闘
す
る
規
定
が
設
り
ら
れ
、

判

w
工
十
仰
に
一
不
す
所
は
貸
金
制
迎

ω第
一
の
目
的
た
る
ス
エ
ツ
チ
ン
グ
防
止
に
腕
す
る
方
面
で
ゐ
る
が
、

弐
に
壬

川
山
第
三

ω
目
的
ピ

L
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
争
議
防
止
的
方
一
面
に
就
い
w
t
見
な
り
れ
ば
な
ら
凪
。
国
家
は
立

山
山
手
段
に
依
っ
て
進
ん
で
守
議
防
止
め
方
法
を
識
や
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
す
る
見
地
も
亦
従
来
心
強
干
渉
主
義
仁

反
旗
を
叩
拘
「
る
も
の
で
あ
る
い
r
ら、

経
隣
町
出
千
訟
に
於
ー
は
容
易
に
某
旗
血
中
は
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が

時
勢
の
必
要

は
絡
に
此
方
面
に
於
て
色
質
地
的
な
政
策
上

ω方
向
騨
換
が
行
は
れ
る
に

E
h
し
め
た
o

ヲ
「
一
の
先
入
場
を
柏
崎
せ
る
も

の
も
や
は
与
、
議
太
利
及
新
知
繭
で
ゐ
る
。
そ
し
て
共
迩
助
的
起
っ
た
の
も
亦
前
世
紀
の
未
来
の
こ
ピ
で
ゐ
つ

た
。
政
策
正
し
て
は
強
制
的
な
る
争
議
訓
停
制
度
を
諮
り
、
そ
的
機
闘
に
依

τ賃
金
・
持
勤
時
間
共
他
の
勢
働
依

刊
に
闘
す
る
決
定
を
匁

L
、
闘
係
範
問
内
に
於
り
る
企
業
家
及
び
勢
働
者
を
し
て
之
に
服
従
せ
し
め
る
も
の
で
あ

る。
司
】
山
り
方
而
に
於
り
る
立
訟
の
第
一
着
手
は
一
八
九
一
年
以
来
新
知
山
剛
仁
於
て
試
み
ら
れ
、

了、
L
日
司

F
-
一仁、

F

-
/
Y
H，
JI--三司

績
を
了

L
た。

ニュ

1
・
ヲ
ク
ス
・
内
ノ
エ

I
パ
ス
、
ク
エ
ス
ト
・
オ
ク
旦
ト

-yy
ア
、
ク
キ

l
y
-
-アン
l
等
に
於

τ

賃
金
局
制
度
に
就
て

J" 

E. M. BUl"l1s. Wages and the States， A C:ompamtive Study of the 

Problems of Statc 、Vλ耳eRegulatjon. London J9~ñ. PI】 11ー
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賃
金
周
制
度
に
就
て

四
O 

E
ι
k
p門
『
即
日
位
。
P
〉
♀
)

一
九

O
四
年
に
は
濠
太
利
聯
邦
内
立
法
(
叶
宮
内
O
目

E
S
J
z
t
H
F
n
g色
町
民
自

を
見
る
に
至
っ
た
o

も
相
次
で
阿
川
悼
の
立
法
が
錦
さ
れ
、

市
宇
議
を
川
州
停
L
賃
金
其
他

ω労
働
保
件
を
仲
裁
的
に
決
定
L
共
道
に
依
工
賃
金
制
迎
を
行
ム
-
て
と
、
、

ス

エ

ヅ

4
h
y

ン
グ
を
防
止
し
又
崎
芳
江
川
崎
準
を
一
般
的
に
引
上
げ
ん
絡
め
に
賃
金
制
理
を
行
ふ
ミ
亡
、
は
、

相
並
ん
で
進
み
行

〈
-
一
つ
の

H
的
で
ゐ
ゐ
が
、
岡
者
州
の
辿
絡
を
取
b
目
的
の
結
合
を
・
貨
現
せ
し
む
る
も
山
り
は
、
彼
的
生
活
必
要
賃

金
(
口
己
ロ
阿
君
μ向
。
)

で
ゐ
る
o

郎
も
成
る
べ
〈
多
〈

ω労
働
者
に
生
活
り
保
障
を
興
へ

4
れ
を
安
定
せ
し
む
る
こ

ご
は
、
北
(
抗
過
を
改
善
す
る
基
礎
で
ゐ
る
ご
同
時
に
、
労
働
界
に
卒
和
十
一
斑
ら
し
守
議
ψ
殺
生
す
べ
き
根
本
理
由

を
少
か
ら
し
め
る
滋
T
h
る
。
質
際
領
一
議
山
多
〈
は
賃
金
問
題
を
中
心
ご
し
て
後
生
す
る
も
の
な
れ
ば
、
賃
金
仁

山
側

L
て
労
働
者
生
活
的
安
定
を
得
せ
し
む
る
こ
ご
は
、
守
議
を
少
か
ら
[
む
る
骨
岬
め
に
は
、
最
も
重
要
の
ニ
ご
な

ら
ゲ
る
を
得
な
い
。

併
し
斯
ノ
、

ω如
{
生
活
必
要
賃
金
を
制
定
す
る
ご
い
ふ
や
う
な
こ
己
を
、
賃
金
制
理
の
目
的
乃
至
は
目
安
正
震

す
ピ
い
ふ
風
仁
考
へ
る
一
】
ご
じ
な
れ
ば
、
抑
も
賃
金
制
湿
の
行
は
る
、
に
嘗
b
北
(
の
指
導
原
理
ど
な
る
・
へ
き
も
の

は
何
か
ご
い
ふ
校
本
問
題
が
求
は
れ
て
来
F
る
を
得
な
い
。
然
か
も
そ
の
問
題
は
結
局
は
賃
金
の
原
理
に
閲
す
る

問
題
じ
立
脚
す
る
外
は
な
い
か
ら
、
理
論
的
に
こ
れ
を
探
求
す
る
唱
〕
正
仁
な

μ
ば、

か
な
り
立
入
っ
た
叉
精
密
な

考
察
を
試
み
ね
ば
な
ら
臥
こ
正
に
な
る
。

ibid.， p. 17-2) 
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然
る
仁
立
法
の
賞
際
に
於
て
は
従
来
こ
れ
に
闘
す
る
明
瞭
な
指
定
は
な
苫
れ
て
居
な
い
。
濠
太
利
M
A
北
米
合
余

図

ω最
低
賃
金
法
、

一
九
一
七
年
じ
制
定
苫
れ
て
般
に
鹿
止
さ
れ
て

L
ま
っ
た
英
古
利
穀
物
生
産
法
は
い
と
に
於

τ

は
、
こ
れ
仁
閉
し
て
或
指
示
が
錦
古
れ
わ
μ
り
れ
ど
も
、
た
い

V

其
輪
廓
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
英
他
的
立
法
に
於

τ

ツ

v
f
F
-
ポ
E
L
P
7
・7
h
g
b

は
全
然
こ
れ
に
闘
し
何
等

ω
こ
己
も
示
き
れ
な
い
の
が
多
数
で
ゐ
っ
て
、
英
吉
利

ω職
業
局
法
に
於
て
も
古
う
で

あ
る
。何

等

ω
指
場
原
理
が
仲
間
伴
に
於
て
示
品
れ
て
な
い
も
り
で
は
、
訟
の
質
際
的
適
用
上
司
'r
ら
局
じ
蛍
ゐ
人
々
が
遮

嘗
に
こ
れ
を
解
秤
し

τ、
何
等
h
r
ω

原
理
仁
操
っ
て
正
賞
記
思
は
れ
る
H
H
金
を
決
定
す
る
外
は
は
い
。
郎
も
共
場

合
じ
は
や
は
b
賃
金
理
論
が
指
導
者
己

L
て
質
地
上
に
共
働
を
表
は
[
来
る
外
は
な
い
。
出
酬
が
現
今
世
に
存
す
る

賃
金
理
論
は
決

Lτ
一
定
さ
れ
立
も
の
で
な
〈
、
相
々
の
見
地
か
ら
こ
れ
を
見
て
締
々
の
理
論
が
立

τら
れ
、
そ

れ
等
が
併
存
し
て
卒
者
や
質
際
家
は
各
E
好
む
所
じ
従

τ、
そ
の
何
れ
か
を
採
b
用
ゐ
る
有
燥
な
れ
ば
、
賃
金
問

題
の
白
地
に
蕗
す
る
上
に
は
、
幾
多
の
混
雑
守
生
品

r
g
る
を
得
な
い

Q

賃
金
制
理
の
政
策
的
事
業
に
於
て
も
、
二

の
混
雑
に
伴
う
て
事
業
そ
の
も
の
、
目
的
上
に
も
自
ら
不
明
確
な
姿
を
冊
酬
は
す
-
』
吉
、
な
ら

5
る
を
得
な

ν。

現
時
の
資
本
州
経
憐
に
於
げ
る
賃
金
理
論
正
し

τ、
普
通
に
は
賃
金
は
労
働
者

ω
怨
す
抽
労
働
山
一
償
値
に
臨
崎
中
ぺ

き
も
の
で
あ
る
ご
信
也
ら
れ
て
居
る
。

つ
ま
b
労
働
殺
呆
に
従
て
そ
の
評
舗
に
該
嘗
す
る

.K
け
の
賃
金
報
酬
が
支

携
は
る
べ
き
も
の
ご
信
や
ら
れ
て
居
る
o

然
L
此
的
理
論
を
通
用
す
る
に
し
て
も
、
企
業
家
側

ω人
命
は
、
賃
金

賃
金
局
制
度
に
就
て

四

ト

」一十一一一 一一
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賃
金
局
制
度
に
就
て

四

は
勢
働
致
呆
如
何
に
大
な
り

Z
も
企
業
家
が
業
務
の
採
算
上
-
』
れ
を
支
梯
ひ
得
る
所
以
上
換
言
す
れ
ば
事
業
そ
の

も
の
、
之
を
負
強
し
得
る
所
以
上
に
塗
る
を
得
ぺ
き
も

ω
に
ゐ
ら
十
、
そ

ω限
度
を
最
一
両
勅
正
し
て
其
ゆ
以
下
ド

在
る
〈
き
も
の
ご
銭

L
、
毛
的
以
上
り
賃
金
支
械
に
は
決
(
て
隠
す
る
こ
ご
が
出
来
な
い
ご
主
張
す
る
o

之
に
反
し
て
崎
労
働
者
側
に
在
っ
て
は
、
賃
金
は
労
働
倒
他
に
一
週
聴
す
事
へ
き
も
の
に
ご
調
ふ
た
所
で
、
そ
の
賃
金

牧
入
に
依
て
持
働
者
が
生
活
[
得
な
L
ゃ
う
で
ゐ
つ
て
は
、
そ
れ
は
賃
金
た
b
得
な
い
。
鋒
働
者
は
人
間
ら
し
い
V

生
活
を
す
る
こ
ご
が
出
来
れ
ば
'
』
そ
働
り
る

ω
・
に
か
ら
、
此
ゆ
生
活
を
支
ふ
る
に
必
要
な
費
用
以
下
の
賃
金
が
支

給
さ
る
べ
き
笹
の
も
の
で
は
な
い
。

つ
ま
h
賃
金
は
そ
の
生
活
必
要
費
を
最
低
限
度
己

L
τ
某
以
上
に
在
る
」
き

そ
れ
は
勢
働
者
が
た
い
V

人
間
正

も
の
に
ど
主
張
す
る
o

然
か
も
そ
の
所
調
生
活
必
要
費
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

し
て
生
き
て
行
り
る
に
げ
の
費
刈
ご
見
る
見
地
も
ゐ
れ
ば
、
又
そ
れ
は
勢
働
者
が
時
の
文
化
棋
準
仁
臆
じ
て
文
化

上
の
要
求
を
も
或
税
皮
迄
は
揃
し
得
る
税
度
的
費
用
で
心
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
見
る
見
地
も
あ
る
。
若
し
企
業
家
が

ニ
の
生
活
必
要
投
ご
い
ふ
見
地
を
賃
金
剛
ご
し
て
承
認
せ
な
け
れ
ば
な
ら
白
場
合
に
は
、
彼
等
は
必
す
や
右
い
の
中

前
の
見
地
を
正
賞
ピ
考
へ
る
で
ゐ
ら
う
が
、
労
働
者
己
ー
し
て
は
必
与
す
や
後
の
見
地
を
正
賞
ご
見
る
で
ゐ
ら
う
o

何

μ
に
[
て
も
企
業
家
ピ
勢
働
者
己
の
利
害
は
こ
か

t
一
致
し
難
〈
、
貸
金
に
闘
し
て
は
そ
の
額
や
卒
に
つ
い
i

ト一一一一

-
-
れ
を
通
常
に
制
理
し
正
賞
に
決
定
す
る
に
つ
い
て
は
、

そ
の
事

τ両
者
聞
に
守
の
生
じ
易
い
ば
か
り
で
な
く
、

業
を
指
導
し
こ
れ
に
標
準
を
奥
ふ
べ
き
理
論
的
見
地
に
つ
い
て
も
、
相
惑
を
生
や
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
事
が
・
封

Dorothy Sell，>. The British Trade Boards System， London 1923， p. 27-; 

A.G. B. F凶hcr，Some Problems of Wages and their H.egulatiOll in 

Great Brilain since 1918， London 1936， p. 184-; 

Bl1l"lls， op， cit. p. 259一

3) 

ーが ， ' 



賃
金
局
的
如
き
は
、
企
業
家
側
芭
勢
働
者
側
こ
双
方
か
ら
各
同
数
づ
、
の
代
表
者
を
出

Lτ
こ
れ
を
組
織
し
、

に
賃
金
制
理
に
閲
す
る
事
業
上
の
困
難
ご
な
ら

5
る
を
得
ゲ
る
ご
共
仁
、
事
業
そ

ωも
の
、
目
的
を
定
め
従

τ任

務
を
定

U
る
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
や
、
不
確
定
な
も
の
た
ら
し
め
る
こ
ご
、
な
ら

F
る
を
符
な
い
。

こ
れ
仁
中
立
の
議
長
や
少
数
の
中
立
委
員
が
加
は
っ
て
賃
金
決
定
を
な
す
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
目
的
が
或
は

戒
は
勢
働
卒
和
的
勝
来
に
在

h
z
Lた
所
で
、
質
際
的
仁
賃
金
を
決
定
す
る
仁

ス
エ
ッ
チ
ン
グ
の
防
止
に
在
り
、

つ
レ
イ
L

は
、
如
何
な
る
川
崎
準
仁
よ
h
，
如
何
な
る
税
皮
の
、
従

τ如
何
な
る
理
論
的
意
義
を
有
す
る
賃
金
を
決
定
す

ヰ
き
か
い
困
維
の
問
題
ご
な
ら
古
る
ぞ
得
な
い
。
そ
の
困
難

ω件
ふ

rけ
賃
金
局
の
目
的
ご
す
る
所
も
多
少
暖
昧

ω紡
ゐ
る
を
免
れ
な
い
o

従
て
賃
金
局

ω日
的
を
定
め
る
場
合
に
は
、
ゃ
、
民
き
に
沙
つ

τ、
多
少
阪
昧
な
範
囲

内
に
於
て
賃
金
制
却
の
業
を
絡
す
を
以
て
目
的
正
筋
す
も

ω正
定
め
る
外
は
な
い
有
様
で
ゐ
る
o

即
も
立
法
上
賃
金
局
の
目
的
を
定
め
任
務
を
山
止
め
る
場
合
に
は
、
賃
金
理
論
に
閲
し
て
は
、
生
活
必
要
必
読
ご

企
業
負
捻
能
力
説
ピ
の
両
者
に
、
同
一
の
重
要
吉
を
認
め
.
両
者
は
岡
立
し
雛
さ
に
拘
ら
ず
、

W
H
行
上
共
仁
こ
れ

を
倉
重
せ
し
め
ん
正
す
る
の
で
あ
る
。
帥
t
英
閣
の
職
業
漏
じ
つ
い
て
も
、

ヅ

レ

1
ド、

ギ

l
F
ド、

V
ス
-
プ
ム

ご
い
ふ
も
の
は
‘
第
一
に
は
、
労
働
者
に
謝
し
て
少
(
芭
も
彼
等

ω
居
住
す
る
地
方
に
於
げ
る
生
活
標
準
仁
逗
き

賃
金
に
し

τ然
か
も
北
九
奉
職
す
る
事
業
の
よ
(
こ
れ
を
負
傍
し
得
る
賃
金
を
支
給
す
る

4

一
ご
に
依

τ彼
等
仁
保
護

を
典
ふ
る
に
労
め
、
第
二
に
は
、
雇
術
者
t
被
傭
者
ピ
の
問
の
闘
係
を
改
善
し
又
職
業
的
な
る
岡
館
組
紙
を
助
成

賃
金
局
制
岐
に
就
℃

四



日明叫M

賃
金
局
制
度
に
就
て

回
四

す
る
た
め
に
某
目
的

ω活
に
設
り
ら
れ
た
る
械
闘
を
刈
ゆ
る
に
努
む
べ
き
も
の
ガ
ご
い
ふ
風
仁
説
か
れ
て
居
る
有

様
で
あ
る
。

一
九

O
九
年

ω法
律
に
よ
り
英
闘
の
職
業
局
が
設
置
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
際
、
労
働
組
合
総
曾
議
の
議

品
問
委
員
は
、
職
業
局
の
任
務
を
左
の
数
項
に
概
括
し
た
。
一
賃
金
の
最
低
概
準
全
定
め
、
北
(
が
定
め
ら
れ
た
る
上

は
-
よ
い
を
貨
行
す
る
こ
己
、
一
一
報
道
及
び
組
織
の
中
心
ピ
し
て
働
〈
こ
正
、
一
一
一
勢
働
者
の
利
盆
を
踊
養
l
、
彼
等

が
奉
職
す
る
特
殊
帥
刷
業
範
園
内
に
於
て
産
業
の
健
全
な
る
紋
践
を
促
進
す
る
こ
E
-
』
れ
で
ゐ
品
。
勿
論
こ
の
縦
揺

は
帥
労
働
組
合
側
か
ら
見
た
要
求
を
合
ん
で
居
る
の
で
ゐ
っ
て
、
法
枠
に
依
て
・
封
際
定
め
ら
れ
に
も

ωは
そ
ん
な
仁

康
汎
な
任
務
を
負
は
吉
れ
た
わ
り
で
は
な
か
っ
た
が
、

之
に
依
て
も
大
館
に
於
り
る
賃
金
局
な
る
も
の
、
目
的
ご

し
任
務
正
す
ぺ
き
所
の
も
の
を
窺
ム
こ
ご
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

向
又
一
九
一
二
年
英
国
に
設
泣
せ
ら
れ
た
る
ケ

1
グ
委
員
曾

(
P
2
P
E
a注
目
)
が
職
業
局

ω
任
務
た
る
守
へ

き
も
の
ご
し

τ推
奨
せ
る
所
を
見
れ
ば
、
職
業
局
は

a
職
業
範
閣
内
に
於
け
る
労
働
者

ω
一
般
凶
値
に
封
し
て
一

般
的
最
低
時
間
貸
率
合
定
む
る
こ
正
b
布
勢
働
者
の
一
般
剛
髄
に
依
て
活
さ
る
、
仕
事
の
附
随
た
る
仕
事
を
掛
川
す

労
働
者
に
謝
L

一
1
特
別
な
る
最
低
時
間
給
貸
率
T
定
む
る
ニ
ピ
C

出
来
高
給
を
基
礎
ご
す
る
時
間
貸
率
を
定

U
る

-』

t
d
出
来
高
崎
労
働
者
に
謝
す
る
保
附
時
間
賃
金
を
定
む
る
こ

E
e
出
来
高
仕
事
に
従
事
す
る
家
内
工
業
券
働
者

に
謝
す
る
最
低
出
来
高
賃
卒
を
定
む
る
こ
芭
f
上
掲

ω貸
率
を
基
礎
ご
す
る
時
間
外
労
働
賃
率
を
定
む
る
-
』
Z
を

Fis!-，er， op. cit. p. 185 
B. G. De Montgomery. British and Continental Labour Policy. 1923・
P.36o配

4) 
5) 
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以
て
任
務
官
す
ぺ
き
も
り
ピ

Lhι
。
同
時
に
叉
賃
金
局
は

a
一
職
業
範
囲
内
に
於
け
る
叫
労
働
者
の
特
妹
部
額
若
(

は
特
殊
技
術
に
従
事
す
る
労
働
者
に
針
し
て
、
特
殊
最
低
時
間
貸
率
及
び
出
来
高
給
を
悲
礎
ご
す
る
時
間
貸
率
ぞ

定
む
る
ζ
E
b
工
場
内
崎
労
働
者
に
劃
す
る
最
低
出
来
高
貸
率
・
を
定
む
る
-
}
ご
C

個
々
の
雇
術
者
の
請
求
に
よ
ち
彼

が
使
用
す
る
工
場
労
働
者
に
適
用
さ
る
ぺ
き
特
殊
最
低
出
来
一
一
品
質
率
を
定
U
る
こ
Z
d
上
掲
貸
率
を
基
礎
記
す
る

時
間
外
崎
労
働
者
に
制
到
す
る
貸
率
を
定
り
る
一
』
ご
を
以
て
任
科
ご
す
べ
き
も
の
ご

L
た
の
で
あ
る
し
貨
全
決
定
に
閲

す
る
賃
金
局

ω
任
務
的
如
何
な
る
も
の
な
る
か
は
、
こ
れ
に
依
て
知
る
こ
ご
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

賃
金
局
の
組
織

ポ

1
F
ド

-
v
ス
一
プ
ム
に
依

τ
賃
金
の
制
理
官
行
ふ
場
令
に
は
、

毛
の
ず

l
u
F
r
e
e
如
何
慌
に
組
織
す
る
か
さ

い
ふ
ニ
己
は
、
ま
-
』
ご
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
然
し
そ
の
大
櫨
の
方
針
は
企
業
家
た
ら
一
般
傭
者
た
る
者
の
側
の

代
表
者
ピ
労
働
者
側
の
代
表
者
己
を
同
数
宛
選
任
し
、
こ
れ
に
中
立
の
地
位
じ
あ
る
者
を
加
へ
工
一
部
局
を
組
織

す
る
こ
正
に
在
る
。
中
立
者
は
こ
れ
を
た
い
議
長
一
人
に
す
る
こ
ご
も
あ
る
が
、
多
(
は
議
長
以
外
に
幾
人
か
を

選
任
す
る
を
以
て
例
ご
す
る
o

郎、
h
斯
〈
の
如
〈
に
組
織
す
る
こ
ど
に
依

τ、
賃
金
局
を
ば
企
業
及
勢
働
じ
闘
す

る
各
方
面
の
利
盆
を
代
表
す
る
も
の
、
自
治
的
機
関
た
ら
し
め
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
少
し
詳
hr
に
考
へ
て
昆
る
吉
、

炉
、
る
部
局
の
構
成
は
白
ら
二
相
類
に
作
れ
る
こ
吉
、
な
ら
f
c

る
を
得

賃
金
局
制
度
に
就

τ

四
宜

De Montgomery， op. cit. p. 366ff 6) 
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1

l

i

-

-

賃
金
局
制
皮
に
就
て

四
プす

t
、

o
p
b
4
7こ
主
、

7
ィ

L

白

U
1
-
↓l
l
i
tド

たい
V

或
職
業
的
代
表
者
正
い
ふ
の
で
は
な
(
て
、

ゐ
ら
ゆ
る
職
業
の
代
表
者
、
詳
言
す

れ
ば
一
般
的
に
努
働
者
な
る
も
の
、
代
表
者
ご
一
般
的
に
庇
備
者
な
る
も
の
、
代
表
者
ご
を
以

τ之
を
構
成
す
る

も
の
が
存
在
す
る
。
例
へ
ば
叶
日
H
o
m
o
z岳

〉

5
5
]円

E
P
u
H含
0
同
日
ロ
含
号
可
の
如
き
は
一
人

ω議
長
正
問
人

ω

委
員
乙
れ
ら
成
る
が
、
委
員
中
二
人
は
叶
ぽ
印

E
P
〉

5
門E
-
Fロ
同
目
立
0
}
花
田

H
H
a
m
E
E
E

に
依

τ選
出
ゼ
ら

れ
、
他
の
二
人
は

H
，
Z
C
E
R
ι

叶
日
仏
自
白
仏
戸
与

0
5
(リ。
EHn口
に
依
て
選
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
槌

ω部

州
刑
に
局
す
る
も

ω
己

L
1
は
此
外
じ
叶
H
H
O
H
ロ血届門

E
-
t〈
巳

p
r
内。目白山田一
O
H
M
O
同
叶
日
EW
叶
}
M
O
M
白山
E
目
ロ
自
巧
ω四
ぬ

国

S
E
O同
足

E
H
E
E
の
如
き
が
数
へ
ら
れ
る
o

然
る
に
他
方
に
は
、

た
hv

一
職
業
者
〈
は
一
職
業
内
の
一
部
分

若
〈
は
類
似
職
業
の
一
同
を
代
表
す
る
ポ

l
片
ド
が
在
る
。
此
の
稲
類
の
色
の
に
於
E
も、

ボ
ー
ル
ド
の
構
成
員

は
其
特
殊
職
業
部
矧
内
の
企
業
三
崎
労
働
者
一
己
の
同
数
宛
的
代
表
者
正
中
立
山
議
長
吉
或
場
合
に
は
一
般
枇
曾
の
代

表
者
子
炉
}
以

τ成
る
の
で
あ
る
o
ヲぞ

ω日
比
例
ご
し

τは
莱
悶

ω職
業
局
、

?
?
ス
・
オ
ク
ス
ト
ラ
リ
ノ
ア

J
グ
イ
ク
ト

リ
ア
及
タ
λ

7

ニ
ア
内
賃
金
局
、
北
米
合
来
凶
及
び
加
那
佑
り
中
央
委
員
曾
の
多
(
に
依
て
設
立
せ
ら
れ
た
る
賃

金
局

ω如
き
を
悲
げ
る
一
ー
と
が
出
来
る
。

こ

ω雨
伐

ω組
織
方
法

ω中
例
れ
が
優
っ
て
胤
る
か
は
概
論
出
来
難
い
o

そ
れ
は
賃
金
制
理
の
行
は
れ
る
目
的

与一一一

ω如
何
に
依
つ

τ定
ま
る
外

μ
な

ν。
若
し
賃
金
制
理
の
目
的
が
最
低
賃
金

ω制
定
等
に
よ
り
、
女
子
や
年
少
者

の
如
き
容
易
に
其
範
闘
を
定
め
得
ぺ
き
部
類
的
労
働
者

ω不
蛍
に
低
い
賃
金
金
除
去
し
ゃ
う
正
い
ふ
こ
ご
に
存
す

Burns， op. cit. p. r87ff 
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る
な
ら
ば

一
般
的
代
表
の
方
法
を
採
っ
て
差
支
な

γ
で
あ
ら
う
o

然

L
若
L
賃
金
局
の
任
務
が
各
職
業
方
面
に

於
て
夫
々
其
事
情
に
迎
合
せ
る
賃
金
、
郎
、
も
そ
れ
は
常
該
職
業

ω-』
れ
を
負
強
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
負

路
力
仁
一
も
泊
合
し
、
同
時
に
そ
れ
は
常
該
職
業
に
雇
は
れ
た
る
鋒
働
者
山
生
活
を
保
障
す
る
に
足

h
、
若
〈
は
や

、
よ
き
生
活
扶
践
の
下
に
勢
働
者
を
安
定
す
る
に
足
る
や
'ha

な
賃
金
を
定
め
る
こ
己
に
在
る
場
合
に
は
、
省
職
業

部
類
内
に
於

τ夫
々
企
業
家
側

t
勢
働
者
側
ご
を
代
表
す
る
者
を
選
ん
で
が

1
Y
ド
を
構
成
す
る
一
』
さ
に
せ
な
り

れ
ば
な
ら
ぬ
o

叉
真
に
は
賃
金
局
が
多
少
己
も
に
捗
働
界
的
平
和
を
闘
る
こ
正
に
貢
献
せ
ん
ご
す
る
や
う
な
目
的

を
有
す
る
場
合
に
も
、
北
九
の
組
織
は
や
は
り
各
州
峨
業
部
類
に
於
け
る
特
殊
代
表
の
方
法
を
採
る
こ
正
に
せ
な
り

れ
ば
な
ら
ぬ
o

然
ら
や
さ
る
限
h

リ
ボ
ー
ル
ド
の
委
員
連
は
十
分
に
よ
〈
常
該
職
業
部
狐
内
に
於
け
る
企
業
や
労
働
の

H
H
際
航
路
士
知
b
得
な
い
γ

所
か
ら
、
治
省
な
賃
金
制
理
を
行
ふ
べ
き
任
務
を
旧
唱
し
雄
き
を
兎
れ
な
い
。
そ
れ
で
は

折
角
の
制
度
を
し
て
民
放
少
3
も

ω
た
ら
し
め
る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
各
職
業
部
狐
内
に
於
工
所
謂
労
資
双
方
を
各
々
代
衣
す
る
人
々
に
つ
い
て
鬼
る
に
、
賃
金
局
の
構
成
い

於

τは
共
代
表
者
数
を
双
方
同
数
先
に
す
る
ご
い
ふ
こ
ヰ
が
、
重
要
で
あ
る
ご
同
時
に
、
共
代
表
者
に
泊
賞

ω
人

を
得
る
こ
ご
が
ま
た
重
要
で
ゐ
る
。
立
(
人
を
得
る
ご
得
F
る
ご
に
依
E
賃
金
局

ω
機
能
正
放
呆
ご
の
奉
が
る
己
悲

ら
ざ
る
ご
は
分
れ
て
来
る
o

所
が
此
山
代
求
者
を
選
任
す
る
こ
ご
に
は
常
に
幾
多
ゆ
困
難

ω件
ふ
を
見
れ
な
い
。

印
L
先
づ
第
一
に
は
企
業
家
側
的
人
々
も
労
働
者
詮
も
、
賃
金
局

ω
一
員
己

L
τ
某
府
を
占
め
る
こ
ご
を
一
般
的

賃
金
局
制
岐
に
就
て

回
t 

'4'. ， 
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賃
金
局
制
度
に
就
て

四
八

に
は
ゐ
ま
ム
リ
喜
ば
な
い
風
が
ゐ
る
。
企
業
家
側
仁
於
工
は
制
度
そ
の
も
り
?
好
ま
な
い
風
も
多
少
ゐ
る
所
ヘ
持
て

官
事
て
例
人
々
々
ご
し
て
も
共
り
委
員
た
る
を
好
ま
な
い
風
が
ゐ
っ
て
、
企
業
家

ω
剛
健
川
ら
は
代
表
者
を
畑
地
出
す

る
を
拒

U
や
う
な
場
合
も
な
い
で
は
な
い
。
勢
働
者
側
に
於

τも
亦
同
桃
山
傾
向
ゐ
る
場
令
少
か
ら
す
、
掛
川
め
に

折
角
自
治
的
機
闘
た
る
べ
き
賃
金
局
士
し
て
北
食
仁
叶
は
な
い
や
う
な
結
巣
に
陥
れ
る
恐
が
ゐ
る
。

よ
さ
代
表
者
を
選
任
す
る
こ
ご
が
甚

r重
要
な
る
に
拘
ら
宇
、
北
一
委
員
た
る

こ
ピ
を
厭
ム
風
は
強
い
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
賃
金
局

ω委
員
た
る
が
銭
的
に
企
業
一
一
米
か
ら
腕
ま
れ
て
、
失
業
す
る

特
に
叫
労
働
者

ω側
に
在
ワ
ー
は
、

恐
が
ゐ
る
か
ら
で
も
ゐ
る
。
そ
こ
で
所
に
よ
っ
て
は
、
法
律
を
以

τ賃
金
局

ω
委
員
た
る
こ
ピ
を
理
山
ご
し
て
捗

働
を
解
備
し
た
り
叉
は
そ

ω
一
般
仰
を
拒
ん
だ
り
す
る
金
業
家
に
は
宜
主
過
料
を
謀
{
る
規
定

-r諮
っ
て
活
る
の
も

に
英
風
.F
ゐ
る
。

之
は
大
館
に
於
し
は
故
4
迎
合
ζ

却
は
れ
れ
る
が
、

場
合
に
依
工
は
乙
川
崎
持
に
賃
金
口
川
り
一
挙
民
正

ゐ
る
が
、

炉
、
る
剖
則
は
察
日
押
に
こ
れ
を
(
ャ
る
よ
ご
が
出
氷
る
か
ら
、
中
々
森
口
却
に
は
此
凶
縦
士
除
き
難
い
。

そ
ニ
で
又
成
所
℃
は
成
る
べ
〈
斯
か
る
危
険
に
陥
る
こ
正

ω
無
レ
や
う
な
労
仰
者

T
代
表
者
に
せ
ん
正
す
る
風
も

あ
る
が
、
斯
く
ー
は
職
業
じ
闘
し
十
分
的
智
識
乙
経
験
ど
を
有
[
代
表
者
正
し

τ普
な
る
人
物
七
得
難
い
-
」
ご

に
な
る
場
合
が
多
い
。

質
際
に
於

t
は
労
例
者
側

ω一
代
表
者
は
勢
働
組
介
り
役
員
が
な
る
場
合
を
多
し
ご
す
る
。
英
凶
な

Y
一
に
於
て
特

な
る
こ
ど
を
職
業
ご
す
る
や
う
な
ζ

ビ
に
な
る
雄
も
め
る
。
そ
し

τ特
に
は
崎
労
働
省
の
聞
に
組
合
凶
結
の
十
分
後

" . 



達
し
て
居
な
い
方
面
で
は
、
こ
の
道
は
取
ら
れ
得
な

ν。

代
表
者
選
任
り
方
法
に
於
て
は
・
企
業
家
及
び
帥
労
働
者
的
岡
般
を
し
て
夫
々
過
賞
の
代
表
者
官
選
定
せ
し
め
、

そ
の
推
薦
仁
基
レ
て
中
央
官
窓
が
こ
れ
を
任
命
す
る
を
常
ご
す
る
。
従

τ-』
の
代
表
者
選
出
に
闘
し
て
企
業
家
又

は
労
働
者

ω
岡
植
が
誠
怠
金
示
苫
な
い
場
合
に
は
、
賃
金
局
制
度
以
甚
に
放
川
市
灘
き
も
の
ご
な
ら
古
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
心
者
し
剛
健
が
そ

ω
選
山
を
潟
き
な
い
場
合
に
は
中
央
官
窓
じ
於
て
こ
れ
を
随
意
に
任
命
す
る
を
得
る

も
の
ご
す
る
外
は
な
い
が
、

か
(
τ

は
前
仁
一
言
し
口
や
う
に
賃
金
局
制
的
自
治
的
制
度
ご
し
て
の
意
義
を
偽
〈

る
ヨ
』
ご
に
な
る
り
み
な
ら
宇
、

か
、
る
随
意
な
任
命
は
企
業
家
聞
に
於

τも
労
働
者
間
に
於
T
も
少
か
ら
中
戚
怖

を
筈
ず
る
こ
正
、
な
ら

5
る
を
得
な
い
υ

然
し
こ
の
制
度
は
元
来
企
業
家
及
労
働
者
双
方
側
山
誠
意
ゐ
る
協
力
に

依

τの
み
よ
(
其
機
能
を
後
押
L
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
戚
怖
を
害
し
て
は
制
度
は
殺
川
市
部
き
も
の
さ
な

る
外
は
な
い
。

印
ち
若
し
企
業
家
及
第
働
者

ω何
れ
の
側
か
若
〈
は
双
方
共
に
、
こ
の
制
度
に
謝
し
て
好
意
を
有
せ
な
い
場
合

に
は
・
折
角
代
表
者
が
定
ま
っ
た
所
で
、
北
一
代
求
者
迭
は
品
目
合

L
て
商
議
を
凝
す
こ
ご
を
避
け
、
成
る
べ
〈
曾
議

を
闘
か
な
い
や
う
に
し
、
召
集
苫
れ
て
も
出
席
し
な
い
や
う
な
こ
ピ
仁
も
な
る
。
叉
出
席
は
し
て
も
た
い
集
ま
る

ば
か
h
で
真
面
目
に
市
阿
議
占
ぜ
進
め
る
-
』
ご
を
し
な
い
や
う
に
も
な
b
得
る
。

何
れ
に
し
て
h
賃
金
局
制
度
は
そ
的
構
成
に
闘
す
る
事
項
が
重
要
で
あ
っ
て
、
特
仁
易
交
双
方
側
仁
於
り
る
泊

賃
金
局
制
度
に
就
て

四
プL
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賃
金
局
制
度
に
就
て

jj 

O 

常
な
る
代
表
者
を
得
、

双
方
側
が
誠
意
セ
以
て
機
関

ω放
能
を
住
叩
押
す
る

-
-
Z
-
L
誕
力
ず
る
所
ゐ
る
を
必
要

ω保

件
ご
す
る
も

ωで
L
る
ω

制
皮
の
数
川
市
以
最
も
品
山
知
仁
繋
が
る
所
が
多
い
。

次
に
賃
金
局
山
一
構
成
員
中
に
一
般
一
枇
品
目
を
代
表
す
る
委
員
を
加
ふ
べ
き
か
否
か
は

格
別
定
ま
っ
た
こ
亡
で
は

、l島
、
言
、

'
d

一'

L

U

t
品川
H

W
H
際
に
於
d

し
は
斯
が
る
委
見
合
加
へ
る
を
可
ご
す
る
や
う
に
見
~
る
。

ぞ

L
t
少
〈
ご
も
議
長
一
人
は

勢
資
双
方
に
闘
係

ω
な
い
中
立
の
人
で
ゐ
る
o

英
闘
に
は
一
定
数
仙
一
中
立
委
員
(
〉
唱
。
宮
門
包

日

rz日
『
何
日
)
が
局

h
、
北
(
中
か
ら
議
長
を
山
す
ニ
己
に
な
っ
て
居
る
o

北
米
人
口
衆
国
に
は
特
に
公
盆
を
代
表
す
る
委
員
が
ゐ
り
議
長

は
叉
そ
の
中
か
ら
山
す
の
で
ゐ
る
。
4
H
(

他
議
長
は
中
央
委
m
貝
命
日

ω
一
員
士
以
て
充
て
る
の
も
ゐ
り

(kraω)
泊

安
裁
判
所
り
判
部
山
中
か
ら
任
宇
る
の
も
あ

h

(PEno)
労
働
大
何
者
く
は
行
政
官
小
の
一
人
が
之
に
蛍
る
の

(
。
己
主
。
)
勢
資
双
方
仁
泌
す
る
人
以
外
か
ら
勢
資
双
方
代
表
者
委
員
が
之
ぞ
選
恕
す
る
制
度
に
な
っ

τ

居
る
の
も
あ
る
(
〈

rszω)。

も
ゐ
り

中
立
姿
i

口
九
を
越
任
す
る
に
賞
hf
如
何
な
r

人
?
伊
ι
抽
出
一
ぶ
べ
き
か
は
中
々
困
難
な
問
題
で
あ
っ
て
.
立
(
選
任
川
り
方

法
H
A
人
選
に
つ
い
て
は
、
兎
角
批
一
昨
凶
行
は
れ
る
を
免
れ
い
な
い
。
卸
も
英
闘
な
ど
の
質
放
に
つ
い
て
見
る
に
、
企

業
家
側
に
花
つ

τは
、
中
立
委
員
ご
て
も
や
は
り
常
該
職
業
に
関
す
る
十
分
な
る
智
識
を
具
~
て
婦
な
〈
て
は
、

事
件
サ
遡
官
じ
判
断
し
て
賃
金
局
的
決
定
を
し
て
よ
〈
事
情
に
合
せ
る
も
の
た
ら
し
む
る
こ
ど
が
出
来
な
い
、

トー

冗
か
ら
や
は
り
芸
人
選
以
嘗
該
職
業
範
囲
内
仁
於
り
る
事
業
家
中
か
ら
縛
さ
れ
ね
ば
な
ら
尚
己
主
張
す
る
。
こ
れ

BUInS， op. cit. p. 197 
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に
反
L
て
労
働
者
側
に
在
つ
て
は
、
中
立
委
員
が
持
働
者

ω仲
間
か
ら
選
出
せ
ら
れ
に
も
の
で
無
い
限
り
は
兎
角

k
r
業
家
側
に
味
方
す
る
娘
一
か
ゐ
る
、

そ
れ
で
は
勢
働
者
側
に
取
っ
て
甚
だ
不
利
盆

rか
ら
、
斯
か
る
巾
立
委
員
な

る
も
の
は
之
を
戚
(
、
共
代
り
企
業
家
側
ご
勢
働
者
側
ご
か
ら
各
一
人
兆
議
長
補
助
員
を
選
出
す
る
-
1己
仁
改
め

た
ら
よ
い
王
土
張
す
，
Q

O

然
し
此
等
の
主
張
は
何
程
の
改
患
に
も
な
b
得
な
い
の
で
ゐ
つ

τ、
企
業
家
側
の
圭
張

の
如
〈
す

μ
ば
中
立
委
員
は
益
々
企
業
家
側
山
味
方
ご
な
り
持
労
働
者
側
的
不
櫛
を
増
す
ば
か
ム
リ
で
め
る
。
古
れ
ば

ご
て
州
労
働
お
側
の
主
阪
の
如
〈
す
れ
ば
其
結
果
に
於
て
は
た
い
勢
資
双
方
側
内
代
表
委
員

ω人
員
を
一
人
づ
、
増

す
に
り
の
一
二
」
に
過
き
な
く

υる
。
結
局
や
は
り
池
宮
ご
忠
は
れ
る
局
外
者
中
か
ら
中
央
官
取
に
於
て
選
任
す
る

は
!
ユ

yea
、、

F

タ

t
1
1

そ

ω日
通
常

ω人
正
い
ふ
は
嘗
該
職
業
に
闘
す
る
専
門
的
智
識
を
有

I
る
人
々
よ
b
も
、
経
済
山
田
千
や
枇

品
目
皐
等
に
於
げ
る
誼
詣
即
時
(
、
事
件
を
問
凪
レ
限
界
に
泣
い
て
御

τ自
由
な
立
場
か
ら
的
確
に
判
断
す
る
人
々
で
め

る
や
う
に
忠
は
れ
る
o

質
際
じ
於
て
も
英
図
℃
は
〉
3
0
5昨

日
凶

V
H
O
B
Z
E
は
法
律
家
、
経
憐
山
中
省
、
枇
曾
事
業

家
等
を
以
ζ

多
し
こ
せ
る
有
慌
で
あ
ふ
O

議
長
は
常
に
中
立
的
立
場
に
在
る
も
の
で
、
共
職
務
は
川
町
的
仁
最
も
骨
の
折
れ
る
然
か
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

帥
も
先
づ
第
一
に
は
議
長
は
労
資
双
方
的
代
表
委
員
的
中
聞
に
立
っ
て
雨
者
間

ω調
停
役
ご
し
て
働
hr
ね
ば
な
ら

同州
U

双
方
代
表
委
員
山
意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
に
は
議
長
は
直
ち
に
そ
の
何
れ
か
の
意
見
に
同
意
し
て
其
方
に

賃
金
局
の
意
思
ご
し

τの
決
定
を
怨
す
一
』
ご
な
(
、
色
々
仁
骨
を
折
つ

τ同
者
の
協
調
を
保
も
和
解
的
に
意
思
を

賃
金
局
制
度
に
就

τ

五

L一一一

SelIs， op. cit. p. 14 
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賃
金
局
制
度
に
就
亡

五

纏
?
守
』
正
に
議
カ
す
る
山
り
で
あ
。
。
叉
議
長
は
多
数

ω賃
金
局
相
花
川

ω辿
絡
を
取
h
・
大
健
一
致
し
た
方
針

の
下
仁
賃
金
局

ω働
が
潟
き
れ
る
や
う
に
す
る
任
務
を
有
す
る
o

此
鮎

u-
議
長
が
多
数
賃
金
局

ω議
長
中
粂
ね

て
居

ω
場
合
に
は
よ
t
質
現
さ
れ
得
る
か
ら
、

一
議
長
に
し
て
総
べ
て

ω
賃
金
局

ω
議
長
を
粂
磁
す
る
や
う
な
の

(吋

E
B
E
U
)
叉
類
似

ω
数
職
業
を
一
凶
ご

L
T一
去
の
各
職
業
的
貸
金
局
に
共
通

ω
一
議
長
を
減
〈
や
う

に
な
っ
て
居
る
の
も
ゐ
る
O
(
共
1
2

日
利
)
H
然
し
こ
れ
は
賃
金
局
的
数
が
多
〈
な
b
叉
度
々
合
識
が
閲
か
れ
る
や
う
仁

も
ゐ
h
リ

な
れ
ば
賀
行
不
可
能
に
蹄
す
る
。
そ
こ
で
議
長
食
議
を
関
川
刑
す
る
一
}
三
仁
依
て
辿
絡
を
取
る
こ
己
が
努
め
1
行
は

れ
る
所
で
必
る
o

次
に
叉
議
長
は
枇
曾
一
般
の
利
盆
を
代
表
す
る
職
責

T
心
す
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
て
居
品
。
印

も
一
般
消
技
者
砂
利
盆
を
代
表
し
其
他
人
道
的
見
地
か
ら
一
枇
曾
的
に
事
件
を
判
断
す
る
を
以
一
1
任
正
す
4

3
地
位

に
在
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ

E
居
る
。
若

L
賃
金
の
決
定
を
た
い

V

企
業
中
部
ご
労
働
者
正
的
双
方
的
代
表
者
の
み
の
商

議
に
委
ね
℃
泣
り
ば
、
彼
等
は
一
一
般
消
費
者

ω犠
性
に
於
て
高
吉
賃
金
4
高
き
利
潤
ご
み
伊
L

占
め
る
こ
ピ
に
迎
合
し

て
決
議
を
怨
す
か
も
創
れ
な
い
V

ご
い
ム
恐
か
ら
、
議
長
は
か
、
る
ニ
ピ
の
無
い
や
う
に
一
枇
曾
一
般
の
利
盆
を
守
h

共
見
地
か
ら
之
を
仰
へ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
せ
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。
此
考
は
議
長
以
外
に
中
立
委
員
を
設
〈

ぺ
し
三
す
る
児
地
に
於
て
も
表
は
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
甚
し
き
に
歪
つ
て
は
労
資
代
表
委
員
ご
同
数
化
り
の
中

立
委
員
を
置
い
て
決
議

ω整
耐
を
岡
ら
ね
ば
な
ら
凶
ご
す
ら
せ
ら
れ
る
。
然
し
中
立
委
員
に
か
、
る
グ
且
ト

1
の

トー一 一

権
を
持
た
す
こ
ご
に
な
れ
ば
、
賃
金
局
本
来
の
性
質
は
却
っ
て
傷
り
ら
れ
、
勢
資
協
調

ω下
に
自
治
的
仁
賃
金

ω
Bums， op. Clt. p・'97旺10) 
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決
定
其
他

ω
こ
ご
を
潟
す
も
の
ざ
し
て
の
制
度

ω意
義
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
正
、
な
る
恐
も
あ
る
。
賞
際
に
於

τは

前
に
も
一
言

L
た
や
う
に
北
米
合
衆
闘
に
は
特
に
枇
曾
会
血
却
を
代
表
す
る
委
員
を
多
鍛
に
設
り
た
る
州
が
多
い
の

で
あ
る
o

を

ω是
非
に
つ
い
w

て
は
慎
重
の
講
究
を
要
す
る
が
、

少
く
ご
も
一
人

ω
議
長
若
(
は
式
以
外
に
少
数
の

中
立
委
員
を
置
い
I

て
枇
曾
公
共
の
利
益
を
代
表
せ

L
め
る
ご
い
ム
・
匂
ご
の
必
要
で
正
賞
な
る
こ
ご
は
異
論

ω無
い

出
別
で
あ
る
。

四

賃
金
局
の
管
轄

賃
金
局
仁
依
る
賃
金
制
理
は
、

こ
れ
を
一
般
的
な
制
度
ピ
潟

L
て
、
原
則
正

L
て
は
あ
ら
ゆ
る
産
業
ご
職
業
E

に
沙
b
、
又
あ
ら
ゆ
る
帥
労
働
者
に
就
い
て
適
用
あ
る
も
の
ご
す
る
ニ
ぜ
も
考
へ
ら
れ
る

L
・
反
甥
に
允
uv

こ
れ
を

或
稗
の
職
業
ご
帥
労
働
者
正
に
限
h
泊
用
せ
ら
る
、
も
の
ご
魚

L
、
法
律
仁
於
て
定
義
的
に
共
趨
用
品
る
、
職
業
部

類
を
限
定

L
又
は
列
挙
的
に
英
議
用
き
る
、
職
業
を
示
す
唾
】
ご
も
考
へ
ら
れ
る
。

E
し
て
こ
れ
を
一
般
的
な
制
度

ご
錯
す
か
特
殊
的
な
制
度
ピ
錯
す
か
は
、

一
つ
に
は
国
々
の
質
放
に
依
る
こ
正

rが、

一
つ
に
は
叉
賃
金
局
制
度

否
単
T

ろ
問
凪
〈
賃
金
制
理
り
目
的
が
何
れ
に
在
る
か
に
依
っ
て
定
ま
る
。
北
唱
し
賃
金
制
理
が
一
般
的
に
勢
働
平
和
を

般
市
ゆ
す
る
こ
ご
に
主
目
的
世
泣
い
1

て
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
賃
金
局

ω如
き
も
な
る
べ
く
蹟
き
に
捗
つ

て
こ
れ
を
置
け
、
原
則
ピ
し

τは
あ
ら
ゆ
る
職
業
に
於
工
そ
れ
ん
¥
賃
金
局

ω
設
泣
?
錦

τを
可
ご
す
る
で
あ
ら

一+--1 

賞
金
周
制
鹿
に
就
て
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賃
金
局
制
度

ι就
て

豆王
F月

F

フ
o

然
る
に
者
し
そ
の
目
的
が
主
ご
1
1
λ

且
ク
チ
ン
グ

ω防
止
仁
在
る
な
ら
ば
、

A

L

ッ
チ
ン
グ
の
行
は
れ
る

特
殊
職
業
部
制
聞
を
越
ん
で
賃
金
局
制
ミ
布
き
又
は
他
の
方
法
仁
依

τ蛍
該
職
業
方
面
に
於
り
る
賃
金
制
理
々
潟
せ

ば
よ
い
で
あ
ら
う
。

こ
れ
を
従
来
諸
国
内
質
献
に
つ
い
し
見
れ
い
ば
、
貸
金
局
は
決

L
て
あ
ら
ゆ
る
職
業
に
沙
b
叉
ゐ
ら
ゆ
る
時
労
働
者

に
謝

L
E
共
働
を
錯
す
も
の
ご
は
な
ぺ

-L
居
な
い
o

大
抵
何
等
か
の
限
定
が
活
き
れ

τ居
る
が
、

司
令
、
の
限
定
は

れ
を
数
種
に
概
括

1
る
こ
正
一
伊
川
来
e
G

心

員1

に
は
仕
事
の
性
質
上
よ
h
，
潟
さ
れ
る
限
定
t
あ
る
。

北
自
民
例
己

L

一
UE-
国岡山

z
p
p
-
c日『日
F
H
4
0
5
U件
。
E
共
他
)
及
び
農
業
労
働
(
回
口
民
的
『

て
は
家
庭
内
に
於
り
る
勤
労

(kr

P
E
E
E
F
Z
0
1
z
ロ
存
♀
p

ロE
r
H
4
0唱
印
。
z
p
当
t
a
其
他
)
は
賃
金
局
の
働
か
ら
除
外
さ
れ
て
居
る
。
立
(

他
産
婆
や
致
師
な
ど
の
除
外
さ
れ
七
Q

所
も
あ
る
o

此
等

ω抽
宵
帥
酬
が
何
故
に
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
頗
る
疑
義
ゐ

る
次
第
で
、
某
の
明
肱
な
理
由

ω一
市
ふ
れ
た
る
所
は
な
い
V
O

賃
金
制
迎
の
目
的
が
月
エ
ッ
チ
ン
グ
防
止
に
在

h
£

し
て
見
1
色
、
何
故
に
農
業
や
家
庭
捺
働
が
除
外
せ
ら
れ
る
か
。
此
等
の
勢
働
は
よ
吉
賃
金
を
得
て
居
る
か
ら
ご

い
ふ
の
だ
っ
た
ら
、
特
に
之
を
除
外
す
る
必
要
は
な
V
筈
で
あ
る
o
然
る
に
質
際
じ
於
て
は
此
等
の
崎
労
働
は
決
し

令一一 一ーー

て
よ
き
報
酬
を
掛
は
れ

τ居
る
わ
け
で
は
な
〈
、
事
ゐ
其
の
賃
金
山
低
き
ef
普
過
ご
す
る
。
者
叉
賃
金
制
理
の
白

的
が
労
働
上

ω平
和
を
摘
す
ニ
己
に
あ
る
Z
す
れ
ば
愈
々
以
て
除
外
の
理
由
は
薄
弱
に
な
っ
て
来
る
。
従
て
そ
の

理
由
ピ

Lτ
は
、
此
等
の
勢
働
に
関
し
て
は
貨
品
川
局
に
よ
る
賃
令
制
理
の
行
務
上
仁
困
難
多
し
ご
せ
ら
れ
る
こ
ご

<，' 



¥
此
等
の
勢
働
に
閲
し
て
は
非
常
に
保
守
的
な
考
が
A
ー
で
も
庚
〈
世
に
存
'
し
て
居
る
こ
ピ
、
の
外
に
は
存
し
な

ぃ
ωで
ゐ
と
。

弐
に
限
定
の
行
は
れ
る
は
性
の
函
別
で
あ
る
o

的
ち

η
E目
白
含
-
〉
止
N
O
M
M
刷、〉同一白

E
F
Y円
吉
岡
山
口
。
.
d
z
r
事

長
て
は
法
律
は
た
い
女
子
努
働
者
に
の
み
迎
用
せ
ら
れ
、
誌
の
北
米
合
衆
闘
中
の
諸
州
に
於
二
位
は
ド

子
ぜ
或
年
齢
以
下

ω
男
子
ど
に
泊
用
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
尤
も
英
吉
一
利
、
塊
太
利
、

ッ
エ
ッ
コ
・
ス
ロ
JV
ア
キ

ァ
、
那
諾
等
に
於

τは
性

の

恒

別

は

問

盟

主

』

賂

γ
せ
ら
れ
て
な

ν。
仰
闘
西
で
は
男
子
は
た
い
其
得
る
賃
金
が
女
子
の

柏
崎
に
定
め
ら
れ
た
る
最
低
賃
金
以
下
で
め
る
場
合
仁
の
み
最
低
賃
金
法
的
保
誌
を
求
め
る
こ
正
が
山
来
る
や
う
に

な
っ
て
居
る
o

此
胡
も
亦
其
理
由
薄
弱
で
あ
る
。
紙
h
y

賃
金
を
得
ス
エ
ツ
チ
ン
〆
の
犠
牲
ど
な
る
者
に
は
女
子
が

多
い
に
は
相
濯
な
い
け
れ
ど
、

男
子
融
労
働
者
も
亦
多
数
に
其
犠
牲
ご
な
っ
て
底
る
こ
ピ
は
掩
ム
ペ
か
ら

F
る
事
質

で
ゐ
る
。

第
三
に
は
地
理
的
限
定

ω縛
苫
れ
た
る
も
り
が
あ
る
。

例
へ
ば

〉
-F03仰
に
於
て
は
賃
金
局
は
た
い
人
口
千
五

百
以
上
の
市
街
地
に
於
て
の
み
設
け
ら
る
〉
ぜ
得
、

ミ

E
g
g
-
z
o
s
印。。民曲、印刷
ωrhw円
n
F
m
dヨμ
ロ

仁
於

τも
市
街

地
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
o

夫
に
賃
金
制
迎

ω縛
め
に
設
け
ら
れ
た
る
最
低
賃
金
制
は
、

た
ャ
家
内
工
業
労
働
者
(
は

r
ぃ
r
r努
働
に
の

み
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
己

L
た
所
が
め
る
。
英
吉
一
利
及
那
誌
を
除
ヤ
て
は
欧
洲
中
此
法
律
を
有
す
る
岡
は
皆
吉
う

賃
金
局
制
度
に
就
て

王
宜

~ ~ . . . 



賃
金
局
制
院
に
就
て

五
六

で
あ
る
。
英
吉
利
仁
於
て
も
一
九

O
九
年
に
制
定
吉
れ
た
職
業
局
法
は
先
ヴ
出
し
仕
事
の
主
正

L
て
行
は
れ
る
部

額

ω帥
帆
業
じ
限
b
迎
用
き
れ
品
も
の
己
な
っ
て
屑
わ
い
。

此

ω制
限
は
賃
金
制
理

ω
円
的
が
産
業
平
和

ω確
傑
に
在

る
所
に
は
存

L
て
居
な
い
。
た
し
V

Z

エ
ッ
チ
ン
グ
防
止
を
目
的
ご
す
る
所
に
存
す
る
の
H
h

が
、
併
し
1

L

ッ
チ
ン

グ
は
片
品
内
エ
業
専
布

ωも
の
で
は
な
い
。
他
の
方
面
の
労
働
に
閲
し
て
も
存
在
す
る
'
」
正
ぞ
忠
れ
て
は
は
ら
な

し、。
次
に
共
闘
の
一
九
一
人
年

ω職
業
局
法
じ
於
て
は
、
同
法
は
第
働
大
屈
の
見
る
所
に
依
b
宿
放
な
る
賃
金
制
理

ω錦
の
機
闘
の
存
せ
な
い
γ

方
面
仁
の
み
通
用
め
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
此
的
立
訟
の
唖
却
さ
れ
た
嘗
附
英
闘
に
は
労

働
者
の
産
業
管
理
や
産
業
取
引
に
闘
す
新
し
き
基
礎
や
産
業
界
に
於
け
る
協
同
ピ
調
和
己
を
促
進
す
る
た
め
に
園

家

ω
機
関
山
花
使
用
す
る
こ
ご
や
に
閲
す
る
明
暗
論
が
行
は
H

い
て
厨
た
の
で
ゐ
っ
て
、
此
立
法
は
賞
時
の
心
放
を
反
射

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
の

J
S
H
E
q
R
m目
。
な
る
も
の
が
示
さ
れ
、
共
中
に
於
て
は
白
治
に
堪
え
る
産

業
部
類
正
然
ら
ざ
る
も
の
ピ
が
一
同
別
せ
ら
れ
、
前
者
に
謝
し
て
は
巧
毘
旦
々
の

ognロ
を
設
け
後
者
に
封
し

τ

叶
日
常
国
自
己
ω
を
設
く
?
?
も

ω
ご
せ
ら
れ
、
立
(
計
査
の
一
部
分
Z
し
1
職
業
局
法

ω趨
用
に
闘
す
る
制
限
が
正

嘗
J
Y

」
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
賃
金
局
制
を
適
用
す
る
か
又
そ
の
働
に
封
し
除
外
例
を
設
〈
る
か
に
つ
き
其
浬
由
を
奥
へ
る
も
の
は
、

支
仇
仰
せ
ら
れ
る
賃
金
の
扶
況
を
基
礎
正
す
る
も
の
ご
れ
で
あ
る
。
北
米
合
衆
国
に
於

τは
中
央
委
員
曾
は
調
査
の

4・.' 



上
成
年
労
働
者
に
謝
し
て
生
活
上

ω正
常
な
る
棋
準
を
支
ム
る
に
足
ら
玄
る
賃
金
の
支
統
苫
れ
て
居
る
を
溌
見
す

れ
ば
、
賃
金
を
決
定
す
る
を
得
る
も
の
ご
し
て
成
る
o

又
年
少
者
の
賃
金

ω
制
球
せ
ら
れ
る
所
で
は
.
委
員
曾
は

そ
の
寅
際
賃
金
が
不
正
賞
な
る
を
見
出
し
た
場
合
に
こ
れ
が
制
捜
を
錯
す
を
符
る
も
の
ご

t
て
あ
一
る
。
同
惜
悼
の
規

定
は
一
九
一
寸
八
年
的
那
誌
の
商
業
使
用
人
法
及
び
九
一
八
年
の
英
図
職
業
局
法
小
に
も
存
ず
る
o

此
等
の
規
定

は
す
べ
て
賃
金
の
不
通
常
に
低
き
場
合
に
其
方
而
に
謝
し
賃
令
制
理
に
闘
す
る
法
律
を
通
用
せ
ん
ご
す
る
も
の

で
、
先
つ
は
胤
も
合
理
的
な
も
り
ご
見
ら
れ
て
属
る
。
尤
も
そ
札
は
抜
作
り
目
的
が
不
正
賞
に
低
き
賃
金
を
制
理
す

る
こ
ご
に
ぶ
す
る
場
合
に
限
る
。
貨
令
制
理
が
産
業
界
り
卒
和
金
賂
来
す
る
こ
ど
に
ゐ
る
場
合
仁
は
、
高
い
賃
金

hr得
て
居
る
勢
働
者
こ
そ
却
っ
て
争
議
に
携
は
り
労
働
運
動
を
行
ふ
部
類
の
帥
労
働
者
な
れ
ば
、
此
挫
す
を
共
通
用
の

範
悶
外
に
ほ
〈
ぺ
き
理
由
は
無
い
次
第
で
あ
る
。

要
之
、
右
桶
ー
の
場
合
か
ら
之
を
綜
合
し
て
考
ふ
れ
ば
、

一
般
論
ご

L
t
は
賃
金
制
理
の
目
的
が
労
働
挙
和
を

保
た
ん
こ
正
に
存
す
る
場
合
に
は
、
其
適
用
を
限
定
す
る
は
理
窟
に
合
は
な
い
こ
さ
に
な
h
、
た
い
V

共
目
的
が
低

い
賃
金
を
無
〈
す
る
こ
Z
に
存
す
る
場
合
に
は
、
戎
限
定
を
持
す
ご
も
不
合
理
な
ら
ぎ
る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ

る。
さ
て
右
は
賃
金
局
制
の
行
は
る
、
産
業
若
〈
は
職
業
方
面
に
つ
い
て
の
こ
ご
で
あ
る
が
、

E

突
に
賃
金
局
が
或
職

業
毎
に
北
鼠
別
に
沿
ふ
て
設
り
ら
る
、
も

ω
ご
し
た
場
合
に
、

一
職
業
ご
他
職
業
記
の
境
界
を
定
む
る
こ
ご
に
つ

賃
金
局
制
度
に
就
て

'1;: 
f三

，~ ~ 
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賃
金
局
制
度
に
就
て

ヨ玉
J、

νて
も
柿
々
考
究
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

此
一
端
は
持
働
組
〈
口
的
如
き
に
閲
し
て
も
か
の
職
業
別
組
合
に
つ
い

uτ
は

常
に
問
題
Z
な
る
所
で
・

正
か
〈
北
(
境
界
を
明
定
す
る
こ
」
』
に
は
諸
多

ω困
難
の
仲
ふ
を
逃
げ
難
い
o

尤
U
賃
金

局
法
の
一
通
用
が
法
作
に
明
記
せ
ら
れ
た
る
職
業
方
面
に
謝

L
t
の
み
処
さ
れ
、
然
か
も
共
等
の
職
業
は
互
に
著
し

〈
但
質

ω銭
円

J

に
も

ω
で
あ
る
場
合
に
は
、
(
例
へ
ば
英
国
職
業
局
法

ω如
き
)
多
〈
の
困
難
は
生
じ
な
い
ー
が
、

力主

、
る
法
律
も
其
通
用
の
範
聞
が
磁
張
せ
ら
れ
る
に
辿
れ
て
や
は

h
職
業
境
界
に
関
す
る
問
題
以
生
世
玄
る
を
待
な

L、。
然
る
に
賃
金
局
の
管
踏
を
定
め
る
任
務
は
多
く
は
主
務
大
凶
仁
戚
L
τ
肘
る
o

従
1
大
抵
は
是

ω定
む
る
所
に

従

τ任
意
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
こ
ど
に
な
る
。
然
し
幾
ら
任
意
的
ご
い
ー
っ
て
も
共
所
に
何
等
か
の
準
換
す
る
所
の

存
す
る
は
嘗
然
で
、
並

(ω
準
協
は
第
一
に
は
手
工
内
意
此
に
於
け
る
よ

h
も
産
業

ω意
味
に
於
げ
る
職
業

ω生
産

物
の
区
別
に
存
す
る

Q

丑
の
生
産

ω過
程
り
匝
別
に
存
す

a

る
よ
!
り
も
生
産
物
の
匝
別
に
存
す
る
o

そ
し
て
勿
論
一

職
業

ω意
日
識
を
山
止
め
る
に
つ
い
て
は
強
め
十
分
な
る
制
査
が
遂
げ
ら
れ
、
専
門
家
の
意
見
も
徴
せ
ら
れ
る
の
に

が
、
き
て
愈
I
寅
施
し

τ見
れ
ば
、
常
に
稲
々
な
る
疑
義

ω生
宇
る
を
兎
れ
な
い
o
然
か
も
そ
の
意
義
を
十
分
に

定
め
る
こ
正
の
必
要
ピ
困
難
正
は
多
数

ω
相
鋲
似
せ
る
職
業
者
く
は
そ
の
集
凶
が
一
々
法
律

ω適
用
の
下
仁
置
か

れ
る
場
合
な
る
を
知
る
噌
}
己
が
出
来
る
。

一
職
業
が
定
義
古
る
れ
ば
、

そ
の
職
業
に
特
有
な
る
抽
常
務
に
従
事
す
る
努
働
者
は
皆
を
の
定
義
内
に
包
合
さ
れ

" ' 



る
の
は
勿
論
の
こ
と
だ
が
、
同
時
に
備
は
そ
の
職
業
内
に
於
り
る
倉
庫
掛
、
運
搬
夫
、
雑
業
融
労
働
者
、
書
記
の
如

き
も
の
も
亦
こ
れ
に
包
括
せ
ら
れ
る
一
ど
に
な
る
。
そ
こ
で
常
に
生
じ
る
問
題
は
、
抑
制
し
一
職
業
が
二
一
二

ω呉
れ

る
賃
金
局
の
管
轄
の
下
に
分
割
さ
れ
‘
各
賃
金
局
が
多
少
ィ
、
一
呉
れ
る
賃
金
を
決
定
し
た
場
合
に
は
、
共
一
部
門

の
仕
事
に
従
ム
右
等
の
努
働
者
は
他
の
一
部
門
の
仕
事
に
従
ふ
者
ピ
は
異
っ
た
賃
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
ら
ゴ
る
を

得
F
Z
ミ
正
ご
れ
で
あ
る
o

例
へ
ば
同
じ
〈
運
搬
入
で
あ
b
乍
ら
一
方
の
者
は
他
方
の
者
よ
か
多
い
賃
金
を
得
品

や
う
な
こ
正
が
生
せ
5
る
を
得
以
い
九
兆
闘
の
質
例
に
つ
レ

τ見
れ
ば

b

砂
糖
菓
子
の
製
治
所
は
自
ら
共
容
掠
与

し

τ紙
箱
を
製
治
す
る
が
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
績
を
或
場
所
か
ら
他
り
場
所
に
迩
ぷ
娘
は
紙
箱
を
業
製
造
室
か
ら
包

決
室
へ
運
ぶ
労
働
己
同
ヒ
や
う
な
労
働
を
し
て
居
る
に
拘
ら
千
、
賃
金
は
定
め
ら
れ
た
最
低
率
に
依

τ支
抑
は
れ

る
ご
す
れ
ば
一
時
間
に
つ
き
一
片
は

X
少

νω
で
グ
品
。

ニ
の
職
業
抗
視
界
に
閲
す
る
問
題
正
似
た
や
う
な
然
か
も
こ
れ
と
閥
聯
L
党
問
題
は
一
職
業
の
範
凶
を
定
め
る
ミ

古
で
あ
る
。

-
』
れ
に
闘
す
る
問
題
は
貸
金
局

ω設
け
ら
品
、
こ
ど
多
き
に
及
び
、
誌
の
職
業
の
稲
川
削
が
多
〈
な
れ

Sells. op. cit. p. 57 

ば
、
そ
れ
正
英
に
盆

t
面
倒
に
な
ら

5
る
を
得
な
い
。
英
図
な
ど
に
在
つ
て
は
此
問
題
の
決
定
は
結
局
は
裁
判
所

に
依
て
法
的
に
な
さ
れ
る
外
は
な
い
に

L
t
も
、
成
る
ぺ
〈
法
的
な
問
題
、
」
[
な
い
で
岡
滑
に
決
定
す
る
潟
め
仁
、

一
九
二

O
年
労
働
省
に
之
に
関
す
る
一
部
局
を
設
泣
し
ぺ
、
十
与
ら
共
所
で
取
扱
ふ

-
T」
に
[
た
。
そ
し
て
先
リ
共

所

r法
律
的
に
問
題
士
見
て
解
砕
を
下
i
、
よ
れ
を
設
該
貸
金
局
的
方
に
廻
す
ニ
ど
に
{
た
の
だ
が
、

正
が
〈
郁

11) 

賃
金
局
制
度

ι
糊
て
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賃
金
局
制
度
伝
統
て

一
面
法
律
問
題
で
あ
る
Z
同
附
仁
、

面
ま

A
H
よ
え
運
ば
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
此
の
m
州
議
範
聞
に
闘
す
る
問
題
は

た
習
慣
の
問
題
で
あ
る
o
然
る
じ
主
務
省

ω
人
々
は
械
業
内
に
於
り
る
臼
悦
に
つ
い
ー
は
十
分
の
智
識
が
な
い
の

に
、
賃
金
局
の
方
に
は
企
業
家
=
労
働
者
・
込
山
代
表
者
が
賠

τ、
彼
等
は
自
己
職
業
の
笥
慣
に
つ
い
て
は
十
分
な

智
識
を
持
っ
て
居
る
代
、
り
法
作
上
の
智
一
誠
に
依
付
工
居
る
か
ら
で
ゐ
品
。

問
題
は
所
詮
隔
者

ω合
議
的
な
働
に
よ

っ
て
決
せ
ら
れ
る
外
は
な
い
。

そ
守
』
で
近
頃
は
逆
に
先
づ
問
題
を
賃
金
局
の
識
に
hr
り
然
る
後
に
-
』
れ
を
主
務
省

に
廻
す
ニ
正
に
な
っ
た
。

併
し
賃
金
局
ご
し
て
は
問
旭
金
自
分
に
け
で
決
定

L
に
い
V

そ
り
決
定
に
闘
し
法
体
的
な

助
言
ピ
り
を
得
る
、
』
芭
仁
止
め
た
い
ご
希
虫
し
て
居
る
ゃ
う
で
ゐ
る
。

何
れ
い
に
し
て
も
此
等
峨
来
的
純
国
及
境
界

に
闘
す
る
問
題
は
関
係
者
会
館
の
揃
足
を
等
し
〈
貿
ひ
得
る
や
う
に
は
決
定
さ
れ
難
い
性
質
の
も
の
で
あ
る

G

次
に
賃
金
局
の
管
轄
に
閲
し
て
考
察
せ
な
り
れ
ば
な
ら
m
H
-
L
Z

は
.
訟
の
泊
刷
に
謝
す
る
除
外
例
で
ゐ
る
。

ε 

れ
は
或
労
働
者
が
心
身
の
府
羽
若
く
は
負
傷
等
の
品
川
め
に
干
分
な
る
働
を
潟
し
得
ざ
る
者
に
釣
し

τは、
時
間
給

い
除
外
例
を
企
業
家
に
謝
し
て
許
容
す
る
必
要
の

賃
金
さ
し
て
定
め
ら
れ
た
る
最
低
賃
金
，
ぜ
支
給
人
な
い
"

あ
る
で
フ
な
場
合
で
あ
る
o

又
そ
れ
は
出
来
高
給
賃
金
に
閲
し
て
も
同
慌
の
理
由
に
よ
ら
最
低
気
率
の
通
用
ぞ
除

トーー 一 一一

外
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
記
し
て
も
生
す
る

ω
で
あ
る
o

こ
の
除
外
例
を
認
む
る
こ
Z
は
、
勢
働
岩
に
は
如
何

な
る
者
仁
謝
し
て
も
生
活
必
要
費
江
り
の
賃
金
は
最
低
賃
金
ご
し
て
支
給
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
古
い
ム
見
地
か
ら

す
れ
ば
.

不
都
合
の
や
う
じ
見
へ
る
け
れ
ど
も
、
若
し
そ
の
除
外
例
を
認
め

F
る
に
於
て
は
、
企
業
家
は
か
、
る

4・~ ' .. 



種
類
の
能
力
の
劣
っ
た
者
を
雇
傭
す
る
を
脱
ひ
、
彼
等
は
却
っ
て
そ
れ
が
翁
め
に
失
業
の
E

泣
き
日
を
見
な
り
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
淘
に
己
む
を
担
押
さ
る
例
外
で
あ
る
。

か
、
品
除
外
例
の
治
加
に
は
傑
件
の
附
せ
ら
る
、
を
要
す
る
は
勿
論
で
あ
る
o

卸
も
英
凶
の
質
例
ご
し
工
は
寸

峠
労
働
者
自
身
が
最
低
民
金
以
下
に
て
も
備
は
れ
る
を
欲
す
る
こ
さ

ω虚
弱
字
引
く
は
負
傷
の
性
質
一
ゴ
何
故
彼
等
は
出

来
高
基
に
て
雇
は
れ
能

5
る
か
同
労
働
時
間
、
賃
金
額
、
仕
事
の
語
等
を
去
す
る
器
上
の
産
品

帥
労
働
者
及
企
業
家
双
方
の
署
名
等

ω
ニ
ピ
が
要
求
古
川
い

τゐ
る
o

そ
し
て
此
の
除
外
例
を
求
め
得
ベ
き
理
由
正
し

て
は
、

たい
V

身
惜
上
五
(
は
精
紳
上

ω快
陥
の
み
が
認
め
ら
れ
、
普
通
は
除
外
を
求
む
る
際
掛
師
の
診
断
書
を
必

要
正
せ
ら
れ
る
Q

た
い
材
労
働
者
が
生
れ
つ
き
鈍
〈
て
仕
事
が
逃

ν
ご
い
ふ
に
け
で
は
理
由
に
な
ら
れ
H

が
、
老
年
の

結
川
市
古
う
な
っ
た
も
の
は
.
老
衰
に
よ
る
嵐
山
拘
ご
し
て
、

こ
れ
を
要
求
す
れ
ば
除
外
例
中
に
認
め
ら
れ
る
。
比
等

の
除
外
例
の
要
求
に
釣
し
て
は
特
別

ω
機
関
士
設
け
て
十
分
な
る
調
査
を
行
ひ
、
之
を
許
す
べ
き
や
脊
ゃ
を
決
定

L
・
叉
許
さ
れ
品
者
に
つ
い

τは、
そ
の
仕
胡

ω
純
類
、
労
働
時
間
、
賃
金
額
、
時
間
外
労
働
の
許
否
等
の
司
】
ご

を
定
め
、
叉
除
外

ω許
さ
れ
る
期
間
を
も
併
せ
定
め
る
の
で
あ
る
ω

除
外
例
を
認
め
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
前
に
逃
べ
た
や
う
に
止
む
を
得
古
る
ニ
正
で
あ

b
、
叉
失
業
を
防
「
道
で
ゐ

つ

τ、
こ
れ
を
善
用
す
れ
ば
賃
金
局
制
度
を
し
て
弾
力
ゐ
る
も
の
た
ら
し
む
る
に
足
る
げ
れ
左
も
、
亦
こ
れ
を
慈

用
す
る
に
於
て
以
賃
金
局
制
度
を
L
τ
有
名
鉱
山
貨
に
陥
ら
し
め
る
恐
が
め
る
o

卸
も
企
業
家
は
、
れ
に
依
て
あ
ま

賃
金
局
制
度
に
蹴
て

~J、

トー
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賃
金
局
制
度
に
就
て

~. ，、

-9
労
働
能
率
的
♂
低
〈
な
い
も
り
を
も
低
い
と

L
て
除
外
す
る
こ
ど
に
な

b
‘
結
局
は
身
紳
健
全
な
る
も
の
に
到
し

が
銭
的
に
集
合
契
約
の
障
壁
も
紋
ら
れ
て
漸
弐
仰
別
的
契
約
制
山
ア
似
活
を
見
る
に
至
る
泌
も
あ
る
。

て
も
山
止
め
ら
れ
た
る
段
低
賃
金
以
下

ω賃
金
し
か
拠
へ
な
い
こ
ど
に
な
る
泌
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
又
こ
れ

つ
ま

h
身
榊

の
世
脱
出
澗
ど
か
仕
切
働
施
率
内
低
い
ご
い
ふ
こ
ご
に
は
、
十
分
明
確
な
客
制
的
識
別
の
掠
準
が
な
い
も
の
ど
か
ら
、
制

度
を
悪
用
せ
ん
ご
す
れ
ば
惑

mt符
る
間
阪
の
存
す
る
を
弛
れ
な
い
。
然
し
共
倒
的
資
例
に
つ
い
て
見
れ
ば
従
来

あ
ま
り
そ
の
逃

ω恐
が
封
地
に
表
は
れ
は
し
な
か
っ
立
ゃ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
賃
金
局
が
企
業
家
乙
労
働
者
正
の

双
方
的
代
表
者
を
有
し

τ庖
て
、

か
、
る
怒
用
を
防
止
す
べ
き
道
の
白
ら
備
は
っ
て
居
る
こ

a

と
¥
除
外
例
が
般

重
に
た
い

V

身
健
H
A
純一脚

ω脂
山
胸
や
快
陥
を
原
因
と
す
る
も
の
に
限
ら
れ
1
一
あ
る
か
ら
で
ゐ
る
o

五

賃
金
局
の
樺
眼

賃
金
局
に
奥
へ
ら
れ
た
る
機
限
は
・
闘
に
依
b
著
し
〈
相
議
t
て
居
品
。
最
も
昨
今
ピ
楳
限

ω認
め
ら
れ
た
る
は

サ
由
Y

A

・
オ
ク
λ

ト
一
プ
ヲ
ア
で
あ
っ
ィ
、
、
何
で
も
産
業
上

ω劫
瓜
を
取
扱
ふ
も
の

ε
』
じ
ら
れ
、

ぞ
の
解
粋
は
か
な

ム
り
庚
義
に
刷
局
百
れ
て
居
品
。
最
も
様
限

ω
狭
い
の
は
仰
関
西
で
ゐ
っ
て
、

た

v
時
附
給
賃
金
を
の
み
決
定
す
る
ζ

ぜ
が
出
来
然
か
も
北
(
的
基
礎
正
な
る
も
の
は
細
か
に
規
定
せ
ら
れ
て
あ
る
。
時
間
給
に
閲
す
る
最
低
卒
を
定
め
る

こ
ど
は
、
賃
金
局
の
職
権
ご
し
て
は
常
然
に
附
興
せ
ら
る
ぺ
己
所
の
も

ωで
あ
る
か
ら
、
諸
凶
の
貨
A
V
E
局
に
し
て

叩.，'， ， 



此
の
確
限
を
有
せ

5
る
も
の
は
無
い
。
併
し
そ
の
時
間
給
貸
率
を
決
定
す
べ
き
基
磁
を
潟
す
規
定
に
至
つ
て
は
、

諸
図
其
軌
を
一
に
し
な
い
。
同
時
に
又
た
い
時
間
給
た
り
合
決
定
す
る
機
能
を
有
す
る
に
け
で
山
来
高
給
貸
率
の

決
定
に
闘
す
る
権
能
を
認
め
ら
れ
な
い
で
は
、
十
分
な
る
崎
労
働
者
保
護
は
な
さ
れ
な
い
わ
け
刊
い
か
ら
、
出
来
高
賃

率
正
一
定
賃
金
額
に
謝
し
て
潟
さ
る
べ
き
労
働
時
間
数
己
を
定
め
る
よ
ピ
に
関
す
る
椛
限

ω山
内
へ
ら
れ
ふ
こ
さ
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
闘

L
て
は
事
情

ω如
何
に
拘
ら
中
共
機
限

ω認
め
ら
れ
た
る
も
品
れ
ば
、
ま
に
た
い
v
女
子

労
働
者

ω相
官
に
多
数
が
出
来
高
給
仁
よ

h
w
m仰
さ
れ
た
る
場
合
仁
そ
の
貸
率
を
定
め
る
の
桃
限
め
奥
へ
も
れ
た

る
も
ゐ
る
o

然

L
一
定
的
段
低
時
間
給
賃
金
に
り
の
労
筑
牧
入
を
資
ら
す
に
足
る
吋
き
出
来
高
川
比
率
を
定
め
る
こ

ど
に
な
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
進
ん
で
一
産
業
を
全
般
ご
し
1
支
配
し
標
準
低
率
ピ
な
る
ぺ
吉
出
来
高
貸
率
を
決
定
す

る
こ
ご
は
、
た
uv

一
歩
の
隔
た
る
に
過
ぎ
旧
制
。
そ
こ
で
英
酬
の
職
業
局
訟
で
は
敢
て
こ
の
一
歩
恥
一
進
む
こ
ど
に
し

た
の
で
ゐ
る
。
然
し
同
国
で
は
一
九

O
九
年
に
職
業
局
法
が
制
定
吉
れ
て
以
後
一
九
↑
八
年
そ
の
改
正
訟
の
発
布

を
見
る
に
至
る
ま
で

ω期
間
に
於

τは、
こ

ω
出
来
高
抗
本
を
山
止
め
る
純
限
は
、
震
際
ゐ
ま
ら
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ

1~ 
o 

出
来
高
気
率
り
決
定
ド
関
す
る
賃
金
局

ω楳
限
は
、
諸
幽
に
於
け
る
質
際

ω傾
向
ご
し
て
は
、
段
々
に
披
張
せ

ら
れ
る
方
向
に
進
ん
で
居
る
が
も

こ
れ
は
澗
h
出
来
高
給
に
闘
し
て
の
み
で
は
な
〈
、
共
他
の
如
何
な
る
貸
率
に

つ
い
て
も
、

そ
り
決
定
に
閲
す
る
賃
金
局

ω権
限
仏
、
賃
金
局

ω盛
に
活
動
[
て
居
る
所
で
は
、
漸
究
附
附
張
せ
ら

賃
金
局
制
院
に
就
て

大

" 



賃
金
局
制
度
に
就
て

~/、

1m 

れ
る
傾
向
に
夜
る
を
一
台
み
難
い
。

そ
し
L
-
」
の
椛
限
は
、
質
に
賃
金
局
を
し
て
異
質
有
用
な
る
機
附
た
ら

L
む
る

を
得
る
所
以
ピ
考
へ
ら
れ
て
尉
る
。

位
侭
貸
率
の
決
定
に
閲
す
る
権
限
ピ
併
せ
て
勢
働
時
間
を
制
理
す
る
こ
正
に
闘
す
る
継
限
を
待
ん
ご
す
る
希
望

は
・
賃
金
局

ω治
仁
こ
れ
を
公
仁
し

τ居
る
所
で
ゐ
る
。

k
z
へ
賃
金
牢
決
定
り
雄
限
が
興
へ
ら
れ
、

一
週
間
分

の
賃
金
U
最
低
何
程
で
な
り
れ
ば
な
ら
仙
吉
定
的

τも
、
若
し
何
税
の
持
働
時
間
数
に
劃

L
て
そ
れ
に
け
的
賃
金

が
支
搬
は
る
べ
き
も
の
な
る
か
を
定
め
る
ニ
ご
が
出
来
な
い
な
ら
ば
、
質
際
上
λ

エ
ッ
チ
ン
グ
防
止
の
目
的
は
迩

せ
ら
れ
な
い
o

郎
も
労
働
者
は
従
来
低
い
貸
率
で
比
般
的
組
附
間
働
い
て
搾
取
せ
ら
れ
て
居
た
代
り
仁
、
今
度
は

ゃ
、
高
い
貸
率
一
工
比
峡
的
長
時
間
働
い
て
搾
取
せ
ら
れ
る
こ
ピ
に
な
る
に
過
ぎ
品
。

或
図
々
仁
於

τは
労
働
附
間

ω決
定
に
閲
す
る
純
限
が
賃
金
局
に
興
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
毛
こ
で
賃
金
局
は
止

む
を
待
す
秘
々
的
手
段
を
講
じ

τ這
附
仁
生
宇
る
困
難
に
打
克
つ
こ
ど
に
し
た
。
そ
の
手
段
は
、
第
一
に
は
一
時

こ
に
は
賃
金
局
の
賃
金
決
定
書
中
に
一
週
間
の
正
常
労
働
時
聞
は
何
耗
正

間
毎

ω貸
率
を
定
む
る
-
』
正
で
ゐ
る
o

見
る
か
宏
明
伊
に
し
.
よ
h
長
き
労
働
は
よ
り
商
き
賃
金
報
酬
を
得
べ
き
も
の
ご
謎
明
す
る
こ
己
で
あ
る
o

一二に

は
時
間
外
券
働
に
針
す
る
貸
率
を
定
め
る
機
限

ω明
か
で
あ
っ
た
際
米
岡
山
或
州
に
依

τ用
ゐ
ら
れ
た
方
法
で
あ

つ

τ、
そ
れ
は
俄
分
労
働
に
謝
す
る

h

雨
量
質
蕊
・
を
定
め
る
こ
司
乙
で
あ
る
ο

帥
も
よ
ム
リ
長
〈
働
〈
M
T
働
者
は
よ
り
多

ト一一

t
の
生
活
費
を
要
す
る
古
い
ふ
見
地
か
ら
こ
れ
を
潟
す
り
で
の
る
。
四
に
は
帥
労
働
時
間
の
決
定
に
開
削
す
る
楳
限
の

4~" ， 



認
め
-b
れ
F
る
に
拘
ら
十
-
』
れ
を
無
秘
し
て
働
〈
'
」
芭
で
あ
る
。

す
ぺ
て
斯
〈
の
如
〈
な
る
が
故
に
、
賞
際
的
に
は
賃
金
局
内
大
多
数
は
一
定
賃
金
の
支
給
せ
ら
る
イ
き
時
開
放

を
定
む
る
糠
限
を
認
め
ら
れ
て
居
る
。
そ
し
て
若
し
時
間
賞
選

Jr定
め
る
な
ら

με
の
場
令
に
は
正
常
的
一
湖
勢

働
時
間
数
を
崎
明
す
る
を
許
さ
れ
、
叉
そ
の
正
常
時
間
数
以
上
の
超
過
労
働
に
劃
し
て
は
高
き
貸
率
令
定
め
る
一
】

芭
を
許
さ
れ
て
ゐ
る
ο

こ
れ
に
依
て
一
方
労
働
者
は
労
働
時
闘
の
上
で
搾
取
せ
ら
れ
る
災
を
兎
が
れ
、
企
業
家
は

ま
た
労
働
者
の
賞
際
労
働
し
な
か
っ
た
時
間
に
謝
し
て
賃
金
を
支
抑
ふ
苦
痛
を
兎
が
る
〉
ぞ
得
る
次
第
で
あ
る
。

成
少
数

ω
例
に
於

τは
、
賃
金
局
は
一
週
間
内
の
鋒
働
時
開
放
を
限
定
し
、

そ
の
時
間
以
上
の
勢
働
を
禁
じ
る

秘
限
を
す
ら
典
へ
ら
れ
た
の
が
ゐ
る
。
米
岡
山

d

或
諸
州
・

プ

η
ノ
チ
ッ
ジ
ユ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

7

F

一
ド
バ
、
及
サ
ス

カ
チ
ェ
グ
ア
ン
の
諸
州
に
其
質
例
を
見
る
。
又
貸
金
局
は
康
〈
産
業
上
の
諸
事
市
引
を
取
扱
ふ
も

ω
ご
せ
ら
れ
た
る

濠
太
利
の
諸
州
に
於
℃
も
北
(
機
限
は
認
め
ら
れ
1
あ
る
。
賃
金
局
に
此
の
椴
限
を
奥
へ
号
、
ど
に
側
L
て
は
異
論

本
し
、

か
、
る
擁
能
は
中
央
政
府
に
属
す
べ
き
も
の
H
h
正
見
ら
れ
、
米
副
や
加
那
佑
の
や
う
仁
賃
金
局
が
異
質
に

嘗
該
職
業
凶
代
表
機
闘
ご
な
っ
て
居
な
い
所
で
は
、
こ
の
異
論
は
か
な
り
隼
重
せ
ら
れ
て
厨
品
。
け
れ
ど
も
異
質

な
る
賃
金
局
制
度
的
存
す
る
所
で
は
、
賃
金
局
に
賃
金
に
関
す
る
決
定
を
錯
す
権
限
ぞ
認
め
乍
ら
労
働
時
間
に
閥

す
る
構
限
を
奥
へ
て
な
ら
ぬ

E
い
ふ
筈
は
な
い
ご
せ
ら
れ
て
居
る
o

賃
金

ω
こ
古
は
時
間
の
こ
ピ
よ
h
も
叫
労
働
者

の
繕
利
正
労
働
の
移
動
ご
に
は
関
係
す
る
所
多
大
な
ら
。
さ
る
を
待
な
い
ご
見
ら
れ
て
居
る
。

賃
金
局
制
肱
に
就
て

一
大
五

ト

Burns， op， cit. p. 220ー13) 
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賃
金
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制
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て
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労
働
時
間
正
賃
金
正
に
闘
す
る
事
項
は
島
賃
金
局
の
椛
限
の
中
に
在
う

τは
恭
h
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

備
を

ω賃
金
副
項
に
闘
酬
明
し
た
る
賃
金
局

ω職
附
畑
中
凶
他
的
劫
項
は
、
徒
弟
及
見
刷
闘
に
閲

F

ゆ
る
耕
一
般
で
ゐ
る
。
徒

品
加
及
見
初
出
に
闘
L
何
等
か
の
制
迎
を
潟
す
権
限
は
、
賃
金
局
制
の
存
す
る
所
♂
じ
は
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
る
所
で

あ
ち
・
多
(
の
賃
金
局
は
或
産
業
に
於
て
使
用
せ
ら
る
ぺ
き
此
等

ω者
ω数
を
限
定
す
ゐ
椛
限
を
す
ら
有
し
て
居

る
。
そ
し
て
見
笥
や
徒
品
川
を
使
川
す
る
も

ωは
許
可
訟
の
存
す
る
限
h
所
定
の
品
低
賃
金
よ
'
り
も
低
い
貸
金
を
奥

へ
る
を
得
る
山
り
ど
が
、
若

L
雇
仙
川
者
に
し
て
成
年
労
働
者
に
謝
す
る
過
賞
歩
合
以
上
の
放
に
上
ば
っ
て
見
初
及
徒

弟
を
使
用
す
る
に
於
て
は
、

そ
の
許
可
訟
は
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
ゐ
る
o

此

ω
従
弟
及
見
併
の
放
や
貸
金

ω決
定
ゃ
に
凶
す
る
川
口
金
白
川
ψ
椛
限
は
.

そ
の
賃
金
制
理
に
凶
す
る
一
般
的
機

能
の
補
助
的
な
働
を
錦
す
も
の
で
あ
る
o

若

L
徒
弟
及
見
仰
に
謝
す
る
報
酬
が
引
上
げ
ら
る
、
に
於
℃
は
父
兄
は

若
い
年
か
ら
子
供
を
穿
働
に
従
は
し
比
り
ん
ご

L
て
共
供
給
を
増
し
、
者
し
報
酬
が
成
人
柑
労
働
者
内
賃
金
4
h
も
比

統
的
少
量
仁
於

τは
、
企
業
家
は
成
人
労
働
者
の
犠
牲
同
於
て
成
る
べ
〈
多
〈
の
徒
弟
及
見
仰
を
使
則
せ
ん
ご
す

る
に
歪

b
、
雨
場
合
ご
も
勢
働
界
に
於
け
る
組
織
を
奈
す
こ
己
に
な
ら

F
る
を
得
な
い
。

徒
弟
及
見
明
日
は
い
ふ
迄
も
な
〈
若
年
宥
で
め
る
が
、

そ
の
年
怖
を
何
歳
以
下
正
定
む
る
か
は
、
叉
か
な
b
重
要
な

問
題
で
あ
る
o

企
業
家
以
成
る
ペ
〈
之
を
高
(
定
め
ん
ご
欲
L
、
持
働
者
は
之
を
低
〈
定
め
ん
正
欲
す
る
。
併
し

大
憾
に
於
て
は
女
子
は
十
四
歳
以
上
十
八
歳
以
下
、
男
子
は
十
四
歳
以
上
二
十
一
級
以
下
ご
す
る
の
が
普
通
で
あ

ヨー."，'.，守



る
O

そ
し
て
此
等
の
若
年
者
に
謝
し
て
は
真
に
北
(
年
齢
に
よ
b
幾
何
か
の
階
級
を
設
け
て
多
少
づ
、
賃
金
を
異
仁

す
る
の
が
勢
働
組
合
側
的
符
闘
で
あ
る
が
、
企
業
家
は
か
、
る
階
級
を
設
り
る
こ
正
に
反
封
的
見
地
を
持

Lτ
居

る
O

そ
仁
て
叉
賃
金
局
に
依
う
て
は
年
齢
以
外
に
向
は
峨
務
上
的
以
別
を
し
て
貸
率
を
定
め
る
の
が
め
る
が
、
見

輔
副
又
は
徒
弟
た
る
も
り
に
附
し
て
、
職
務

ω
相
濯
を
秘
的
る
こ
ご
は
甚
に
稀
な
例
た
る
に
過
当
泊
。

叉
或
場
合
に
は
同
じ
去
年
者
で
あ
っ
て
も
、

た
h
y

年
が
若
い
己
い
ふ
に
り
の
者
吉
、

E
?
k
，:
i
kヒ
3
Z
L
J
f

E

刻
字
ま
く
七
本
内
外

7
2
1

子
炉
¥
随
別
し
て
取
扱
ふ

ωが
あ
る
o

即
も
日
比
例
や
従
弟
は
修
業

ω斜
め
主
一
艇
は
れ
た
る
者
で
、
仕
耕
を
致
へ
て
貰

ふ
こ
ご
に
首
一
き
が
泣
か
れ
て
あ
る
か
ら
.
此
等

ω者
ω報
酬
は
た
い
γ

五
年
た
る
労
働
者
の
ぞ
れ
よ
り
も
少
〈
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
o

そ
し
て
徒
弟
は
見
沼
よ
h
も
一
見
に
こ
の
習
業
に
凶
す
る
深
い
凶
係
を
持
つ
も
の
ご
せ
ら
れ
る
所

か
ら
、
?
で

ω賃
金
制
酬
は
日
以
も
低
く
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o
併
し
徒
弟
や
見
抑
制
臼
に
附
す
る
制
度
は
現
時
の
工
場
工

業
に
於
て
は
漸
次
厳

μ
て
行
〈
傾
向
が
ゐ

h
、
現
時
の
技
術
は
徒
約
お
〈
は
見
捌
臼
北
る
守
}
ざ
を
多
〈
必
要
ご
[
な

い
所
か
ら
、
此
に
闘
す
る
事
項
を
以
て
主
要
な
る
事
項
ご
す
る
賃
令
局
は
、
手
工
業
的
な
仕
事
の
向
は
康
〈
行
は

れ
て
居
ゐ
職
業
方
而
の
も
り
た
る
は
一
百
ふ
迄
も
な
い
。
併
し
又
一
方
に
は
徒
弟
に
闘
す
る
規
律
的
十
分
に
行
は
れ

な
い
縛
め
に
峨
人
的
な
熟
練
が
段
々
に
一
茨
、
退
L
て
、
却
っ
て
こ
れ
が
救
一
併
の
道
十
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
泊
や
う
な

方
面
の
ゐ
る
こ
ご
も
見
迩

L
て
な
ら
泊
所
で
あ
る
叫

雪

τ以
上
示
す
所
は
賃
金
局
の
布
す
る
様
限
じ
り
ハ
ー
一
ー
の
概
要
に
が
、
向
ほ
誌
に
攻
究
を
要
す
る
こ
ご
は
、
賃

賃
金
局
制
度
に
就
て

一
六
七

'一

Sel1s， op. cit. p. 66庁; Bl1rns， op. cit. p. 208 15) 
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金
局
自
身
の
有
す
る
椛
限
正
之
に
謝
す
る
外
部
剛
腕
力
特
に
そ

ω肱
替
に
閲
す
る
こ
ぜ
で
ゐ
る

Q

若
し
賃
金
局
な
る

も
の
が
職
業
内
部
に
於
り
る
利
盆
を
代
表
官
る
者
仁
依
て
成
れ
る
機
関
で
'
?
り
、

ヲ
ぞ
の
機
闘
は
職
業
内
部
の
晴
、
ご

に
閲
じ
て
は
自
主
的
な
決
定
を
殺
す
べ
き
責
任
を
A
H
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
識
は
い
一
日
刊
の
議
併
を
見
た
や
う
な

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
動
は
成
る
〈
〈
そ
れ
を
自
由
に
し
、
出
来
得
る
限
h
共
の
自
主
権
を
認
め
て
や
る

ペ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
ご
謝
は
ね
ば
な
ら
副

Q

然
る
仁
釘
金
局
は
叩
幽
曲
耳
仁
依
て
支
持
甘
ら
れ
た
る
も
の
で
、
其

の
決
定
せ
る
所
は
凶
家
的
椛
カ
に
依

τ強
行
的
に
持
施
せ
ら
れ
、
又
そ
の
決
定
す
る
所
以
労
働

ω倒
絡
に
聞
係
L

叉
帥
労
働

ω供
給
を
一
産
業
よ
h
他
産
業
へ

E
移
勤
せ

L
む
る
二
正
に
依

τ、
国
家
一
般
の
日
公
共
的
利
盆
に
仲
間
鯛
し

場
合
に
依

τは
之
を
官
官
す
る
こ
己
も
ゐ
る
や
う
な
も
山
で
ゐ
ゐ
な
ら
ば
、
賃
金
局

ω
行
動
に
闘
し
て
は
或
経
度
ま

で
の
岡
・
家
的
監
督
凶
行
は
れ
る
必
要
ゐ
る
も
の
ピ
見
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
賞
際
問
題
と
し
て
は
ど
の
税
度

ま
で
の
監
督
が
行
は
れ
、

Y」

ω耗
皮
迄
の
自
主
的
行
動
を
許
す

e
へ
き
か
己
い
ふ
こ
芭
が
、
問
題
ど
な
ら
さ
る
を
得

な
い
の
で
ゐ
る
。

賃
金
局
に
閲
す
る
働
に
於

τは
一
方
に
は
明
か
に
賃
金
局
以
外

ω働
正
し
工
行
は
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
凶
も
の
も

ト一一一 一一一

あ
る
が
、
叉
そ
の
限
外
を
明
瞭
に
引
〈
こ
己
山
困
難
な
の
も
ゐ
る
。
明
か
に
前
者
に
扇
1
る
も
の
ご
し
て
は
賃
金

局
自
身
世
設
註
す
る
働
が
考
へ
ら
れ
る
。
的
も
こ
れ
を
設
〈
る
必
要
ゐ
h
や
否
や

V

こ
れ
を
必
要
ご
す
る
事
情
如

何
等
の
こ
己
は
.
賃
金
局
自
身
で
は
出
来
ぬ
仕
事
で
あ
る
。
を
れ
は
外
部
の
権
力
に
依
て
縛
さ
れ
ね
ば
な
ら
臥

. ~ " . 



が
、
そ
れ
は
従
来
は
大
鑑
三
械
金
出
で
な
か
っ
た
。
仲
裁
々
判
所
(
濠
太
利
の
或
諸
州
)
労
働
大
臣
叉
は
勢
働
省

(
英
閣
と
加
那
佑
的
成
諸
州
正
)
最
低
賃
金
問
題
を
取
扱
ふ
怨
に
特
に
設
け
ら
れ
た
る
中
央
委
員
曾
(
北
米
合
衆
国
)

こ
れ
い
で
あ
る
。

次
に
普
通
に
賃
金
局
以
外

ω権
力
に
属
す
べ
き
も
の
ご
考
へ
ら
れ
て
居
る
事
項
が
あ
る
o

そ
れ
は
賃
金
局
を
招

集
し
叉
号
の
議
事
の
一
遅
延
を
防
止
す
る
こ
ご
に
闘
す
る
も

ω
で
あ
る
。
賃
金
局
的
招
集
は
賃
金
局
自
身
の
働
に
も

委
か
さ
れ
い
得
る
も
の
一
だ
け
れ
ど
、
質
際
上
そ
れ
で
は
色
々
困
る
場
合
が
少
〈
な
い
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
賃
金
局

が
必
要
な
だ
け
度
々
曾
合
を
閲
い
て
居
る
や
否
ゃ
を
監
督
す
る
必
要
ゐ
る
ご
岡
崎
仁
、

毛
れ
は
叉
品
開
h
仁
度
々
曾

合
を
聞
き
過
ぎ
て
は
居
泊
か
を
監
督
す
る
必
要
も
め
る
。
特
真
に
品
目
議
を
聞
か
な
い
で
は
賃
金
局
は
無
用

ω
長
物

化
す
る
し
、
あ
ま
b
聞
き
過
ぎ
て
は
、
た
い
V

そ
の
委
員
が
日
憶
を
得
ん
錫
め
に
商
貿
に
聞
く
こ
芭
に
な
る
恐
が
ゐ

る
。
こ
れ
は
や
は
り
外
部
か
ら
泊
賞
に
制
御
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
せ
ら
れ
る
究
第
で
あ
る
。

自
主
的
決
定
に
委
す
イ
き
か
、
外
部
か
ら
こ
れ
を
行
ふ
ぺ
き
か
の
判
定

ω
っ
き
に
(
い
事
項
ご
し
て
は
、
前
に

述
胡
へ
た
職
業
聞
の
域
界
を
定
め
一
職
業
の
範
閣
を
査
す
る
事
項
の
如
き
が
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
前
に
越
べ

た
所
に
照

L
見
れ
ば
明
か
で
あ
ら
う
。

併
し
賃
金
局
の
楳
限
に
射
す
る
監
告
の
問
題
中
に
於
て
最
も
困
難
な
も
の
は
賃
金
の
決
定
権
に
闘
す
る
も
の
で

な
り
れ
ば
な
ら
向
。
若
し
賃
金
局
が
一
の
自
主
的
圃
憾
で
わ
る
な
ら
ば
、

そ
の
賃
金
に
閲
す
る
決
定
権
は
そ
の
自

賃
金
局
制
度
に
就

τ

一
六
丸

'トー

Burns， op. cit. p. 210; p. 219町I町
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賃
金
局
制
度
に
就
て

七
Cコ

主
権
の
後
動
己
し
て
外
部
よ
h
J
曾
重
吉
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
決
定
が
縛
さ
れ
て
も
何
日
か
の
後
に
そ
れ
は
中
央

官
憲
の
認
可
を
得
な
い
ー
で
放
カ
な
き
も
の

Z
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
賃
金
局
は
折
角
働
い
て
も
無
駄
骨
を
折
屯
ニ
ピ

、
な
る
外
は
な
い
。

の
み
な
ら
中
賃
金
に
閲
す
る
事
前
引
に
つ
い
て
は
賃
金
局
は
そ
の
職
業
内
の
質
献
に
精
通
し
て

居
て
、
過
賞
ピ
忠
は
れ
る
賃
金
決
定
を
な

L
た
の
に
、

あ
ま
り
事
情
も
知
ら
な

ν官
窓
か
自
由
に
そ
の
決
定
を
否

諒
し
た
り
鐙
夏
し
た
h
す
る
や
う
で
は
、
賃
金
局
は
芸
本
来
の
任
務
に
孤
負
す
る
こ
ご
に
な
る
が
ら
芭
い
ふ
の

で
、
賃
金
局
ご
し
て
其
自
主
催
の
承
認
の
匁
に
戦
は
ね
ば
な
ら
凶
ピ
も
考
へ
る
に
至
る
で
ゐ
ら
う
。

然
し
叉
こ
れ
を
逆
に
考
へ
て
見
れ
ば
、
賃
金
決
定
を
た
い
賃
金
局
の
白
山
裁
量
仁
ま
か

L
て
置
い

τは
、
そ
的

J

弊
害
甚
し
き
も
の
ゐ
る
を
見
る
に
至
る
か
も
知
れ
な
い
。
郎
も
賃
金
局
は
賃
金
決
定
に
闘
す
る
そ
り
猫
占
カ
を
利

別
し
て
.
不
世
圃
ド
ド
高
い
賃
金
の
決
定
を
匁
し
、
活
め
に
其
職
業
方
面
の
業
務
を
立
行
き
難
き
「
い
至
ら
し
め
、
労
働

者
ご
し

τは
多
数
の
者
が
失
業
じ
陥
ら

5
る
を
符
，
さ
る
に
豆
ら
し
め
、
そ
の
結
川
本
副
食
一
般
己

L
Jし
も
失
業
救
済

に
要
す
る
租
税
負
慌
を
加
重
せ
ら
れ
た

h
そ

ω他
直
接
間
接
の
損
害
を
被
る
こ
正
、
な
ら

5
る
を
得
な
い
。
か
、

る
賃
金

ω決
定
に
謝
し
て
は
議
長
及
中
立
委
員
に
於
て
努
め
て
こ
れ
を
阻
止
す
べ
き
に
け
れ
ど
も
、
実
力
の
及
ば

+一 一一--_.，--…

な
い
場
合
も
少
〈
な
い
ー
で
あ
ら
う
。
此
弊
害
は
米
岡
の
賃
金
局
の
や
う
に
助
一
百
的
機
能
し
か
有
つ
1
居
な
い
も
の

に
は
起

h
得
な
い
が
、
賃
金
決
定
に
闘
す
る
金
権
の
奥
へ
ら
れ
中
央
'
一
日
窓
は
た
い
そ
の
制
動
機
ご
し
て
働
く
に
過

ぎ
古
る
も
の
に
於
て
は
随
分
起
h
得
べ
き
危
険
が
多

ν。

'，' 



新
〈
雨
様
に
考
へ
ら
れ
る
所
か
ら
、
こ
の
賃
金
決
定
権
に
協
す
る
問
題
は
甚
に
難
解
の
問
題
た
ら
ぎ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
o
併
し
こ
れ
に
闘
し

τ賃
金
局
に
十
分
の
自
由
権
を
奥
ふ
べ
き
か
否
か
は
賃
金
制
理

ω行
は
れ
る
目

的
に
依
嗣
相
す
る
所
多
大
で
あ
る
。
者

L
ぞ
れ
が
Z

エ
ッ
チ

Y

グ
防
止
の
縛
め
に
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

賃
金
局
の
利
己
的
行
勤
に
謝
し
て
は
外
部
機
力
が
相
岱
の
監
管
を
加
へ
制
限
を
滞
す
は
止
む
を
得
な
い
噌
】
ご
で
、

叉
必
宇
し
も
非
難
す
目
、
き
こ
ご
で
な
い
ご
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
賃
金
制
理

ω目
的
が
主
正
し
て
庫
業
芥

ω
卒
和

の
保
持
ご
い
ム
ニ
ど
に
あ
る
な
ら
ば
、
賃
金
局
に
調

L
て
は
出
来
得
る
限
h
の
自
主
椛
を
興
へ
る
の
が
正
賞
ご
考

へ
ら
れ
る
。

従
来
の
・
民
放
に
於
て
は
、
賃
金
局
の
賃
金
に
関
す
る
決
定
に
劃

L
て
は
、
そ
の
決
定
的
未
口
一
公
中
立
さ
れ
な
い
先

に
之
を
検
査
す
る
特
別
の
機
闘
を
設
り
る
こ
正
、
、
市
中
後
そ
れ
に
闘

4
る
訴
を
絡
す
を
許
し
、
{
円
窓
は
再
議

ω相岬

め
に
之
を
賃
金
局
に
廻
附
す
る
を
得
る
こ
さ
に
し
て
居
る
の
が
少
〈
な
い
o

併
し
近
昨
の
一
般

ω傾
向
正
し
て
は

成
る
べ
く
腕
〈
賃
金
局
に
自
主
植
を
認
め
て
行
か
う
ご
す
る
風
が
あ
る
。

ψ

ノ
ク
ー
・
オ
ク
λ

ト
ラ
リ
ノ
ア
で
は
決
定

さ
れ
た
貸
率
は
再
議
に
附
せ
ら
れ
る
こ
己
は
ゐ
る
が
、

そ
れ
刊
で
も
賃
金
局

ω決
定
は
終
審
的
で
ゐ
る
。
英
凶
に
於

てい
V

す

J76一
以
後
の
決
定
は
賃
金
局
ご
主
務
大
臣
己
の
商
議
仁
依
っ
て
持
苫
れ
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
叫

最
後
に
、
賃
金
局
制
度
を

L
て
成
功
せ
し
む
る
正
否
ご

ω
岐
る
、
鮪
は
、

そ
の
決
定
し
た
る
賃
金
額
若
〈
は
賃

率
が
、
英

ω決
定
通
ム
リ
果
し
て
よ
〈
賀
行
せ
ら
れ
る
や
否
や
で
あ
る
o

一
元
来
制
度
の
精
神
ご
し
て
は
賃
金
局
に
於

賃
金
局
制
度
に
就
て

t 

， 
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賃
金
局
制
度
に
就
て

七

て
決
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
、

法
規
上
其

ω通
用
を
受
付
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
範
囲
内
に
謝
し
て
は
、

や
は

b

法
規
上
例
外

ω認
め
ら
れ
た
る
も
の
を
除
〈
以
外
は
、

悉
〈
遺
峨
な
〈
賀
行
せ
ら
れ
、

其
範
囲
内
に
於
け
る
雇
傭

者
は
、

立
(
の
被
仰
者
に
劃
し
て
異
質
に
賃
金
局
の
決
定
せ
る
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
支
給
を
潟
し
て
居
な
け
れ
ば

な
ら
泊
筈
で
あ
る
。
若
し
こ
の
駄
に
於
て
遺
憾
ゐ
b
、
或
企
業
中
部
若
〈
は
或
部
類
の
企
業
中
部
が
そ
れ
以
下

ω賃
金

支
給
し
か
縛
し

τ居
な
い
や
う
な
・
』
ぜ
が
め
つ
に
正
し
た
ら
、
そ
の
銭
に
仰
の
忠
貨
な
る
企
業
家
以
不
正
競
争
を

受
け
る
結
果
ご
な
り
‘

不
誠
貨
な
者
が
競
守
上
有
利
な
地
位
を
占
め
て
、
誠
貫
な
る
者
は
高
き
賃
金
負
醜
聞
の
潟
仁

競
守
上
不
利
の
地
位
に
立
た
古
る
を
件
な
い
ヨ
』
正
に
な
る
。

此
叩
仰
の
事
情
は
彼
の
工
場
法
其
他
の
労
働
保
護
規
定

の
適
用
上
に
於
て
も
怖
に
起
ヨ
る
問
題
で
、
法
規
を
遵
奉
せ
ざ
る
者

ω存
在
を
許
す
に
於
て
は
、
企
業
界
に
グ
V

ツ

V

ヤ
ム
法
則
の
妥
常
hr
盆
i
露
骨
な
ら
L
h
u
る
こ
ご
に
な
ら
，
さ
る
を
得
な
い
。

悲
に
於
て
か
賃
金
局
制
度
に
就
い
て
も
、
賃
金
局

ω決
定
せ
る
所
の
も
の
、
質
行
を
監
督
す
べ
き
制
度
の
必
中

附
加
せ
ら
れ
る
必
要
を
見
る
。
工
場
訟
の
泊
周
仁
於
り
る
工
場
監
督
制
度
の
必
要
正
岡
一
様
の
事
怖
で
め
る
。
さ

れ
ば
何
れ
の
闘
に
於
て
も
此

ω監
督
の
制
度
を
有
す
る
の
に
が
・
英
副
に
在
つ
て
は
嘗
初
は
賃
金
局
凶
決
定
を
脚

行
す
る
監
品
目
事
務
は
一
』
れ
を
賃
金
局
自
身
の
手
に
委
ね
、
脱
枠
同
事
務
は
賃
金
局
議
長
(
蛍
時
英
闘
内
の
賃
金
局
を

通
じ
て
一
人
の
議
長
昌
司
目
〉
話
が
居
に
)
の
統
轄

ω下
仁
置
か
れ
た
。
然
し
筏
に
は
叫
労
働
大
臣
が

e

』
れ
を
統
管
す

る
こ
己
に
な
っ
た
。

" 



賃
金
局
に
於

τ決
定
し
た
る
賃
金
額
や
賃
卒
は
企
業
家
の
義
務
正
し
て
こ
れ
を
辛
の
下
に
働
(
労
働
一
般
に
周

創
せ

L
め
る
や
う
る
一
不
せ
な
げ
れ
ば
な
ら
両
こ
ご
に
な
っ
て
居
る
。
そ

L
て
英
同
な
ど
の
質
例
に
於
工
は
、
常
初

賃
金
局
り
決
定
す
る
貸
率
は
年
齢
ピ
性

ω区
別
ご
の
上
に
定
め
ら
れ
た
る
最
低
時
間
賃
卒
を
主
ご
(
た
。
そ
し
て

特
別
な
出
来
高
貸
率
が
定
め
ら
れ
な
い
限
b
は
、
除
外
例
ピ

L
て
許
さ
れ
た
る
労
働
者
以
外
的
ゐ
ら
ゆ
る
出
来
高

給
労
働
者
は
、
少
(
ご
も
一
般
的
な
る
最
低
時
間
給
負
金
の
額
に
相
官
す
る
だ
け
の
賃
金
収
入
を
加
す
べ
き
山
来

高
給
を
出
来
高
単
位
債
務
ご
し

τ支
給
苫
る
、
を
得
べ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
比
極
り
普
通

ω帥労働

者
に
謝
し

τは
山
家
商
品
を
基
磁
と
す
る
時
間
給
り
支
給
さ
る
ぺ
き
も
り
ぜ
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
企
業
家
は
勘
も

す
れ
ば
色
々
な
口
貨
を
設
り
て
、

そ
の
所
定
最
低
額
以
下

ω賃
金
支
給
を
敢
て
せ
ん
と

L
特
に
経
済
界
り
不
況
な

る
際
に
は
骨
の
違
反
が
多
(
な
る
。
そ
し
て
勢
働
者
は
所
定
額
以
下
内
賃
金
を
得
っ
、
あ
る
司
}
記
を
創
る
場
合
に

も
、
解
雄
せ
ら
れ
る
こ
ど
を
恐
れ
る
所
か
ら
こ
れ
を
監
督
官
に
告
「
る
こ
ご
な
〈
し
て
伐
寝
入
h
に
な
る
恐
が
あ

る
O

そ
L
て
此
の
弊
容
は
出
来
高
給
賃
金
制
に
於
て
起
h
易
い
所
で
、
北
(
叫
貸
率

ω定
的
方
が
複
雑
に
な
っ
て
居

る
も
の
ほ
ど
、
反
則
も
行
は
れ
易
い
の
で
ゐ
る
o

新
か
る
反
則
は
十
分
に
こ
れ
を
取
締
ら
な
り
れ
ば
、
折
角

ω賃
金
局
制
度
を
[
て
甚
に
殺
川
市
緋
き
も
の
た
る
に

終
ら

L
む
る
恐
あ
る
こ
ど
前
述

ω
遁
'
り
た
が
・

苫
て
府
民
際
に
於
て
は
そ
の
取
締
は
ご
か
(
十
分
に
行
は
れ
雛
〈
匁

め
に
忠
買
な
る
企
業
家
の
不
平
山
川
一
抑
却
を
開
〈
こ

Z
少
か
ら
5
る
有
徒
で
あ
る
。
そ
し
て
其
取
締
凶
潟
め
に
は
罰
則

賃
金
局
制
度
に
就
て

t 



賃
金
尉
制
度
に
蹴
て

t 
V-g 

を
適
用
[
、

不
正
わ
ゆ
る
企
業
z
米
に
は

Y
一L
J
¥制
金
や
過
叫
刊
を
謀
ず
る
-
}
記
す
れ
ば
よ
い
や
う
に
瓜
は
れ
る
の
で

あ
っ
て
、

忠
貨
な
る
企
業
家
一
は
常
に
ニ
れ
や
」
希
叫
ー
す
る

ω
に
が
、
英
幽
の
賀
川
肌
な
ど
に
つ

γ
て
児
れ
ば
、

き
か
く

)--b
も
-
I
4
L
盤

、

そ
心
司

4
t
t
z〈

特
に
裁
判
所
が
川
、

b
判
決
を
錯
す
に
路
川
崎
可
る
傾
ゐ
bJ

E
の
判
決
ト
必
要
な
違
反

材
料
ゆ
一
的
確
な
る
も
り
を
得
そ
】
ピ
一
炉
、

え
ケ
敷
い
や

F

ヲ
で
ゐ
る
。

そ
れ
は
前
に
池
〈
た
や
う
に
、

勢
働
者
が
若

し
そ

ω材
料
を
供
し
た
-
』
=
が
知
的
い
る
正
解
備
せ
ら
れ
犠
牲
に
供
せ
ら
札
る
を
恐
れ
る
所
か
ら
生
宇
る
現
象
で
ゐ

る
U 英

国

ω質
獄
正
し

τは、
斯
く
監
督
の
質
的
血
ゆ
が
ち
粂
ね
る

ωは、

一
つ
に
は
賃
金
局
己
監
督
剖
務
ご
の
仰
の

漣
絡
が
取
れ
雛
V

こ
正
、
、
今
一
つ
じ
は
違
反
者
を
札
弾
守
る
泊
が
皆
逓
の
司
法
手
紙
仁
よ
る
こ
正
に
な
う

τ活

る
こ
正
、
に
、
五
正

L
f
-
其
派
閥
を
位
〈
も
の
ご
信
せ
ら
れ
て
日
仰
い
る
。
従

τ北
(
的
改
善
策
ピ

L
て
は
、
監
相

uω
ニ

モ
ω決
定
U

で
る
所

ωも
川
町
は
自
ら

ω責
任
官
し
て
こ
れ
を
十
分
徹
底

的
仁
賀
行
ゼ

L
む
る
こ
正
¥
今
一
月
日
江
主
龍
一
脚
仁
肌
L
τ
U
M川
町
単
な
る
特
別
機
問
酬
を
琴
、
る
こ
己
、
い
か
主

張
さ
れ

τめ
る
。
役
者
は
第
一
働
組
合
抑
叫
ん
四
議

ω提
案
せ
る
所
で
あ
る
o

何
れ
ド
[
て
も
此
ゆ
監
明

Hut且
討
の
問
題

じ
胸
L
て
は
、
英
国
的
現
放
的
如
き
は
決

L
て
利
害
附
係
者
の
尚
足
を
貝
ひ
得
る
朕
践
で
な
V
c

乙
は
や
は

h
-
』
れ
を
岱
合
同
川

ω
手
に
委
ね
、

英
国
以
外
の
図
々
に
在
っ
て
も
・
此
雌
骨
に
閲
す
る
問
題
は
重
要
に
し
て
然
か
も
困
難
な
問
題
た
る
を
知
J
J

に

雛
〈
な
い
。
然
し
此
貼
に
つ
い
、
て
制
度
の
完
備
を
期
せ
な
り
れ
ば
賃
金
局
制
を
し
て
容
餓
砲
に
終
ら
し
め
る
沼
ゐ

る司、
E
央
々
も
注
意
す
べ
き
所
で
め
る
。
(
完
)
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